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一般質問

本
市
の
宝
「
石
鳥
居
」
を

国
宝
に
！

　
　
　
鳥
居
ヶ
丘
の
石
鳥
居
の
修

理
計
画
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
蔵

王
成
沢
の
八
幡
神
社
石
鳥
居
へ
の

積
極
的
な
保
存
・
修
復
な
ど
の
企

質
問

浅
野　
弥
史 

議
員

画
提
案
や
支
援
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
平
成
２６
年
度
に
保
存
修
理

の
調
査
を
行
い
計
画
を
策
定
し
、

２７
年
度
か
ら
計
画
に
基
づ
き
修
理

答
弁

を
行
い
た
い
。
ま
た
、
八
幡
神
社

石
鳥
居
の
保
護
も
、
今
後
行
う
鳥

居
修
理
工
事
で
得
ら
れ
る
技
術
的

な
成
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
手
立

て
を
所
有
者
と
共
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
工
事
完
了
後
は
国
宝
化
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
駐

車
場
の
整
備
も
含
め
、
積
極
的
に

観
光
振
興
に
活
用
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
国
宝
化
は
、
文
化
庁
が
自

治
体
の
要
望
と
は
関
係
な
く
選
定

し
て
い
る
。
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
街
な
か
観
光
の
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。
駐
車
場

は
、
付
近
に
適
当
な
場
所
が
な
い

た
め
、
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
現
在
建
設
中
の
屋
内
型
幼

児
遊
戯
施
設
と
は
コ
ン
セ
プ
ト
が

違
う
施
設
を
、
市
南
部
に
建
設
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
南
部
地
区
で
の
幼
児
遊

戯
施
設
の
整
備
は
、
２６
年
１２
月

オ
ー
プ
ン
予
定
の
幼
児
遊
戯
施
設

の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声
な
ど

を
確
認
し
た
上
で
、
財
源
も
含
め

て
判
断
す
る
。

　
　
　
国
に
よ
る
幼
児
教
育
の
無

償
化
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
、
幼
稚

園
の
保
育
料
を
無
償
に
し
て
は
ど

う
か
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

未
来
あ
る
新
た
な
施
策
に

　
　
活
発
な
意
見
の
花
が
咲
く

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

後
藤　
誠
一

山
形
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
、
新
・
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
、

分
煙
社
会
を
目
指
し
て

一
括

質
問

街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
住
民
自
治
が
完
結
し
て

い
る
街
に
、
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
で
今
最
も
必
要
な

も
の
、
学
術
研
究
都
市
の
色
彩
を
強
め
よ　
ほ
か

尾
形　
源
二

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

一
括

質
問

市
民
の
参
画
と
英
知
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
、

最
上
義
光
歴
史
館
と
山
寺
「
御
霊
屋
」、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り　
ほ
か

諏
訪　
洋
子

（
所
属
会
派
な
し
）
一
括

質
問

小
野　
　
仁

（
緑

政

会
）

「
山
形
ら
し
さ
」
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化

に
向
け
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
防
災

施
策
、
学
校
教
育
体
制
及
び
施
設
整
備　
ほ
か

一
括

質
問

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
、
特
別
な
支
援
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
、
介
護
保
険
制

度
の
改
正
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー　
ほ
か

佐
藤　
秀
明

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）
一
括

質
問

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
会
議
員
団
）

今
野　
誠
一

農
業
の
振
興
、
介
護
保
険
事
業
計
画
、
地
域
産

業
と
し
て
の
建
設
産
業
の
振
興

一
括

質
問

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

川
口　
充
律

上
下
水
道
事
業
、
災
害
対
策
、
書
籍
・
文
書
の

保
存
、
空
き
家
空
き
地
対
策
、
伝
統
工
芸
・
産

業
の
振
興
策　
ほ
か

一
括

質
問

よ
り
良
い
子
育
て
環
境
の
整
備
、
通
学
路
の
安

全
点
検
、文
化
財
の
保
護
と
活
用
、企
業
誘
致
、

観
光
振
興
策
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

浅
野　
弥
史

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

一
問

一
答
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東
北
州
の
州
都（
圏
）を
担
う
べ
く

も
っ
と
重
厚
で
品
格
・
格
調
の
高
い
街
に

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
山
形
新
幹
線
な
ど
の
高
速

化
へ
向
け
た
奥
羽
本
線
の
整
備
を

重
要
な
課
題
と
し
て
お
り
、
機
能

強
化
を
毎
年
、
国
・
県
へ
要
望
し

て
い
る
。
山
形
空
港
の
活
性
化
に

向
け
て
は
、
羽
田
空
港
を
経
由
し

た
イ※

ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
の
利
便
性
の
向
上
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
山
形
空
港
利
用
拡
大
推
進

協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
、
協
議

会
が
行
っ
て
い
る
利
用
拡
大
の
対

策
な
ど
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
く
。

　
　
　
住
民
自
治
を
育
て
成
熟
さ

せ
る
た
め
、
住
民
自
治
基
本
条
例

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
の
市
域

内
分
権
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
第
７
次
総
合
計
画
の
基
本

構
想
で
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
経
営

の
基
本
的
な
視
点
な
ど
を
規
定
し

て
お
り
、
自
治
基
本
条
例
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
域
内
分
権
の
制
度
は
、
効

率
性
や
平
等
性
、
他
市
の
事
例
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
市
民
が
身
近
に
触
れ
る
憩

い
の
場
と
し
て
、
市
街
地
に
大
規

模
な
緑
地
公
園
の
整
備
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
民
が
身
近
に
触
れ
る
憩

い
の
場
の
整
備
は
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
る
上
で
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

市
街
地
に
は
霞
城
公
園
や
薬
師
公

園
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
規

模
な
緑
地
公
園
を
整
備
す
る
計
画

は
な
い
。

　
　
　
馬
見
ヶ
崎
河
川
敷
を
、
芝

生
広
場
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
な
ど
の

各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

ふ
さ
わ
し
い
河
川
敷
に
整
備
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
馬
見
ヶ
崎
河
川
公
園
の
再

整
備
の
計
画
は
無
い
が
、
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
や
冬
期
間
の
新
た
な
利
用

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
維
持
管

理
を
含
め
て
、
現
状
の
河
川
敷
を

有
効
利
用
す
る
よ
う
協
議
し
て
い

く
。

　
　
　
Ｚ
Ａ
Ｏ
ナ
ン
バ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
で
山
形
を
全
国
に
発
信

し
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
現
在
、
国
に
お
い
て
新
た

な
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
募
集
を
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
導
入
は
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
で
の
導
入
に
向
け
た
盛
り
上
が

り
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
気
運
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

尾
形　
源
二 
議
員

　
　
　
保
育
所
の
無
償
化
や
財
源

な
ど
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

国
に
先
行
し
て
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

　
　
　
幼
稚
園
と
保
育
園
の
財
政

支
援
に
は
差
が
あ
る
た
め
、
上
山

市
同
様
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
を

５
％
上
乗
せ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
は
、

国
の
補
助
が
３
分
の
１
以
内
と

な
っ
て
い
る
が
、現
在
そ
れ
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
満
額
補
助
さ

れ
る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
東
京
都
杉
並
区
の
よ
う
に
、

有
料
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ

利
用
で
き
る
「
子
育
て
応
援
券
」

を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
無
料
の
子
育
て
講
座
や
、

有
料
の
一
時
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
お
り
、
国
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
坂
巻
公
園
西
側
の
Ｊ
Ｒ
線

路
下
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
道

幅
が
狭
く
通
学
路
と
し
て
は
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
迂
回
路
の
検
討

や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
子
ど
も
へ
の
安
全
指
導
を

強
化
し
、
学
校
・
保
護
者
、
地
域

住
民
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た

め
、
鋳
物
や
和
傘
、
花
笠
な
ど
の

伝
統
的
工
芸
品
や
郷
土
文
化
を
結

集
し
、
土
産
品
が
購
入
で
き
る
施

設
を
造
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
寄
贈
を
受
け
た
旧
木
村
邸

の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
、
施
設
に
導
入
す
る
機
能
の

一
つ
と
し
て
、
伝
統
的
工
芸
品
や

産
業
史
料
の
展
示
な
ど
も
検
討
し

て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
産
業
団
地
へ
の
誘
致
対
象

は
、
ソ
フ
ト
関
係
・
研
究
・
学
術

機
関
に
絞
り
込
み
、
育
成
と
張
り

付
き
の
誘
導
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
２５
年
３
月
策
定
の
新

産
業
団
地
開
発
基
本
計
画
で
位
置

付
け
て
い
る
自
動
車
関
連
分
野
、

食
品
加
工
分
野
、
環
境
分
野
、
医

療
・
健
康
分
野
の
４
業
種
を
対
象

に
、
こ
れ
ら
の
研
究
開
発
部
門
も

含
め
誘
致
し
て
い
く
。

　
　
　
東
北
州
の
州
都
を
担
う
た

め
、
山
形
新
幹
線
の
山
形
・
東
京

間
２
時
間
実
現
や
山
形
空
港
の
国

際
化
に
対
応
し
た
施
設
整
備
で
、

拠
点
性
を
高
め
る
べ
き
だ
と
考
え

質
問

答
弁

質
問

▲ご当地ナンバー案 ▲凍結防止対策が施された石鳥居

※　インバウンド・アウトバウンド…インバウンドは外国から自国に入ること。アウトバウンドは自国から外国へ出ること。

平成２６年５月１日／１８８号
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『
山
形
ら
し
さ
』
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化
に
向
け
て

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
が
創
設
し
た
創※
２

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
映
画
部

門
で
の
加
盟
を
目
指
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
そ
の
準
備
と
し
て
、

質
問

小
野　
　
仁 

議
員

創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
に

加
盟
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
が
世
界
的
に
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン

答
弁

タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
貴
重
な
映
像
資
料
の
蓄
積
な
ど

が
あ
る
。
文
化
的
資
源
や
文
化
芸

術
の
持
つ
創
造
性
を
生
か
し
、
ユ

ネ
ス
コ
お
よ
び
国
内
の
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
関
係
団
体
と
協

議
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
防
災
士
の
資
格
取
得
の
た

め
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、
防
災

士
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
県
が
実
施
す
る
地
域
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
事
業
に
防
災

士
の
資
格
取
得
が
あ
る
た
め
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
へ
積
極
的
に
参

加
の
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

補
助
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
研
究

し
て
い
く
。

　
　
　
学
校
教
育
体
制
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
。
安
心
し
て
児
童

や
生
徒
に
向
き
合
う
た
め
に
、
緊

急
連
絡
の
で
き
る
施
設
整
備
な
ど

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
特
別
支
援
指
導
員
を
平
成

２８
年
度
ま
で
に
３６
人
配
置
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
全
て
の

小
・
中
学
校
に
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

を
設
置
し
て
い
る
が
、
う
ち
２
校

は
プ
ー
ル
お
よ
び
屋
内
運
動
場
と

職
員
室
間
へ
限
定
し
て
い
る
た
め
、

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
伝
統
工
芸
み
こ
し
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

市
民
の
英
知
を
生
か
し

信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
を

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
名
簿
の
共
有
や
制
度
の
普

及
に
つ
い
て
、
意
見
を
聞
き
な
が

ら
具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
い
る
。

２６
年
度
か
ら
防
災
と
福
祉
部
門
の

連
携
を
強
化
し
、
町
内
会
な
ど
に

協
力
を
依
頼
し
な
が
ら
、
制
度
の

周
知
と
個
別
計
画
の
作
成
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　
　
高
齢
者
の
移
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
電
動
自
転
車
購
入
補
助
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
冬
季
間
に
降
雪
が
あ
る
こ

と
や
、
交
通
安
全
啓
発
な
ど
に
課

題
が
あ
り
実
施
は
難
し
い
。

　
　
　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
若
者
へ
の

啓
発
が
重
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
中
学
・
高
校
生
へ
の

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
視
点
の
防

災
・
減
災
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
地
域
防
災
計
画
へ
見
直
し

て
お
り
、
視
点
を
生
か
し
た
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
男
性
職
員
の
育
休
取
得
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
最
終
的
に
は
職
員
自
身
の

判
断
だ
が
、
折
に
触
れ
伝
え
な
が

ら
今
後
も
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
利
用
者
支
援
事
業
に
取
り

組
み
、
情
報
提
供
を
充
実
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
必
要
性
や
実
施
方
法
な
ど

を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
委
員
の
意
見
を

反
映
し
て
い
く
。

　
　
　
通
信
指
令
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
、
救
急
車
出
動
の
対
応
や

手
順
な
ど
も
大
き
く
変
更
さ
れ
た

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。

　
　
　
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
伴
い
、
災
害
種
別
に
対

応
し
た
様
式
に
変
更
し
て
い
る
。

　
　
　
２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
か
ら
２２
件
が
救
急
搬
送

に
繋
げ
ら
れ
た
。
通
信
指
令
員
が

医
学
的
知
識
を
持
っ
て
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
と

思
う
が
、
的
確
な
判
断
が
で
き
る

の
か
。

　
　
　
県
消
防
学
校
の
救
急
科
を

修
了
し
た
救
急
隊
員
の
有
資
格
者

を
配
置
し
て
い
る
。
２５
年
度
に
国

か
ら
示
さ
れ
た
研
修
を
受
け
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
充
実
し
た
研

修
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
１
１
９
番
訴
訟
は
、
市
長

の
任
期
の
中
で
積
極
的
に
解
決
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　
解
決
を
急
ぐ
の
は
同
感
で

あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
和
解
が

あ
る
が
、
裁
判
所
か
ら
の
提
案
で

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

諏
訪　
洋
子 

議
員

　
　
　
市
民
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
参

加
や
広
聴
の
新
し
い
仕
組
み
で
あ

る
、
ガ※
１
バ
メ
ン
ト
２
・
０
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
先
行
し
て
採
用
し
て
い
る

自
治
体
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
平
成
２７
年
度
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け

た
見
直
し
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
大
学
が
行
っ
た
山
寺

御
霊
屋
の
研
究
結
果
を
、
最
上
義

光
歴
史
館
で
紹
介
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
研
究
成
果
の
紹
介
方
法
に

つ
い
て
、
山
形
大
学
と
具
体
的
に

協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
ど

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

※１　ガバメント２．０…�国や自治体などの行政が保有しているデータを個人や企業などの民間が利用することで、住民の力を行政サービスに生か�
したり、住民が政策決定に参加したりする取り組み。

※２　創造都市ネットワーク…�ユネスコにより創設されたプロジェクトのひとつで、映画、デザイン、文化など７つの分野から、世界でも特色の
ある都市を認定したもの。

▲歩道の破損を市役所へメールで情報提供
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新
た
な
社
会
保
障
制
度
の

確
立
を

は
、
ま
だ
全
体
像
が
見
え
て
い
な

い
段
階
で
あ
る
。
今
後
、
国
の
動

向
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、

モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や
課
題
、
生

活
困
窮
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
検
証

し
、
必
要
な
事
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
小
学
校
の
児
童
が
増
加
傾
向
に

あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
状
態
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
っ
た
た
め
増
加
し
た

と
考
え
て
い
る
。
特
別
支
援
教
育

の
充
実
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
尽

力
し
た
い
。

　
　
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
へ
の
対
応
と
し
て
、
特
別

指
導
員
を
増
や
す
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　
計
画
に
基
づ
き
２６
年
度
は

４
人
を
増
員
し
て
対
応
す
る
が
、

今
後
も
さ
ら
に
増
員
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

さ
ら
に
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
市
の
相
談
窓
口
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
学
校
な
ど
と
も

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
周
知
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
介
護
保
険
制
度
の
変
更
に

よ
り
、
地
域
支
援
事
業
を
市
が
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
す
る
の
か
。

　
　
　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
際
に
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
の
か
十
分
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
指
針
に
つ
い
て
は
、
具
体
策
を

明
確
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
市
民
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
具
体

化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
条
例
を
制
定
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
指
針
の
取
り
組
み
を
進
め
な
が

ら
、
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
花
笠
に
使
用
さ
れ
る
ス
ゲ

の
栽
培
支
援
や
、
職
人
の
育
成
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
東
南
村
山
で
は
ス
ゲ
の
栽

培
実
績
が
無
い
た
め
、
今
後
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
花
笠
踊
り
を
常
時
見
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を
観
光
客
向
け

に
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
通
年
で
映
像
を
視
聴
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

佐
藤　
秀
明 
議
員

山
形
仏
壇
を
市
民
に
広
く
周
知
す

る
す
ば
ら
し
い
機
会
で
あ
り
、
継

続
的
に
活
用
・
展
示
し
て
市
民
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
東
北
六
魂
祭
で
の
披
露
を

考
え
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
で
の
展
示
や
多
く

の
観
光
客
の
目
に
触
れ
る
場
所
で

常
設
展
示
を
行
う
な
ど
、
広
く
Ｐ

Ｒ
し
た
い
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
。

　
　
　
今
年
開
催
さ
れ
る
東
北
六

魂
祭
を
契
機
と
し
て
、
本
市
の
麺

文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
東
北
六
魂
祭
に
は
多
く
の

来
場
者
が
見
込
ま
れ
、
観
光
資
源

を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
だ
と
考

え
て
い
る
。
郷
土
色
豊
か
な
食
や

物
産
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
お
り
、
本
市
の
麺
文
化
に

つ
い
て
も
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
く
。

　
　
　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
市
有
施
設
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
施
設

の
通
路
は
喫
煙
場
所
に
す
べ
き
で

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
山
形
県
喫
煙
対
策
総
合
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
有
施

設
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
状
況

調
査
を
１７
年
度
よ
り
毎
年
行
っ
て

お
り
、
敷
地
内
や
施
設
内
の
全
面

禁
煙
な
ど
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

の
実
施
率
は
、２５
年
度
で
９７
・
０１
％

と
な
っ
て
い
る
。
出
入
口
付
近
の

喫
煙
場
所
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
措
置
を
取
る
よ
う
注

意
を
喚
起
し
て
い
る
が
、
再
度
通

知
す
る
と
と
も
に
、
調
査
項
目
に

追
加
し
、実
態
を
調
査
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支

援
モ
デ
ル
事
業
の
反
応
と
課
題
は

ど
う
か
。

　
　
　
平
成
２６
年
１
月
末
ま
で
に

５
３
５
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
継
続
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作

成
し
た
の
が
８
件
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
の
把
握
に
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
生
活
困

窮
に
な
る
原
因
が
複
合
的
で
対
応

が
難
し
い
場
合
が
多
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
事
業
の
う
ち
、
選
択
制

に
な
る
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
事
業
を
行
う
の
か
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲生活困窮者へ積極的にサポート ▲創造都市ネットワークへの参加を期待

平成２６年５月１日／１８８号
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空
き
家
対
策
の
推
進
で

安
全
・
安
心
な
住
環
境
を

　
　
　
平
成
２５
年
に
老
朽
危
険
空

き
家
の
情
報
収
集
を
実
施
し
た
が
、

今
後
の
空
き
家
対
策
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

質
問

川
口　
充
律 

議
員

　
　
　
２６
年
度
に
老
朽
危
険
空
き

家
除
却
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、

危
険
空
き
家
の
除
却
を
促
進
し
て

い
く
。
併
せ
て
、
空
き
家
情
報
の

収
集
や
所
有
者
へ
の
啓
発
も
引
き

答
弁

続
き
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度

の
改
正
で
、
使
用
料
の
値
上
げ
や

経
営
形
態
の
変
更
は
な
い
か
。

　
　
　
資
本
に
計
上
し
て
い
た
企

業
債
を
負
債
に
振
り
替
え
て
も
企

業
債
残
高
に
変
わ
り
が
な
い
た
め
、

経
営
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
る
。
今
後
も
使
用
料
の

値
上
げ
な
ど
を
行
わ
ず
、
経
営
の

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
福
島
原
発
で
核
燃
料
の
取

り
出
し
作
業
が
続
い
て
い
る
が
、

再
び
大
規
模
な
地
震
が
起
こ
れ
ば

放
射
性
物
質
が
拡
散
し
、
山
形
に

も
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

際
の
初
期
避
難
計
画
の
策
定
状
況

と
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
隣
県
で
原
子
力
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
屋
内
退
避
指
示
や

市
外
へ
の
広
域
避
難
な
ど
の
措
置

を
と
る
。
ま
た
、
水
道
水
や
農
産

物
な
ど
か
ら
人
体
へ
の
影
響
が
予

想
さ
れ
る
水
準
の
放
射
線
量
が
測

定
さ
れ
た
場
合
は
、
摂
取
や
出
荷

な
ど
の
制
限
措
置
を
行
い
、
直
ち

に
市
民
に
周
知
す
る
。

　
　
　
大
雪
の
影
響
で
、
隣
県
か

ら
の
食
料
品
輸
送
が
途
絶
え
た
場

合
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
各
家
庭
や
事
業
所
へ
３
日

分
の
自
助
に
よ
る
備
蓄
を
推
奨
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
応
援
協
定

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

地
域
社
会
に
目
を
向
け
た

施
策
の
推
進
を

農
地
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、
集

落
で
の
制
度
周
知
や
話
し
合
い
が

重
要
と
な
る
。
継
続
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る
専
門
員
を
配
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
２６
年
度
か
ら
地
域
連

携
推
進
員
と
し
て
、
農
業
に
精
通

し
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
材
を

雇
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
農
地
バ
ン
ク
は
、
家
族
農

業
の
概
念
を
打
ち
砕
き
、
株
式
会

社
な
ど
の
参
入
を
進
め
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
農
地
の

的
確
な
利
用
集
積
を
し
て
き
た
農

業
委
員
会
の
役
割
を
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
　
農
地
中
間
管
理
機
構
が
目

的
と
す
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

と
集
約
化
は
、
農
業
経
営
所
得
の

安
定
と
農
村
の
持
続
的
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、

農
業
委
員
会
も
協
力
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
既
存
の
農
地
法
に
基
づ

く
仕
組
み
も
活
用
し
な
が
ら
農
地

集
積
を
図
り
、
農
家
の
経
営
確
立

の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
介
護
保
険
制
度
改
定
を
踏

ま
え
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
２４
時
間
対

応
で
き
る
在
宅
医
療
や
在
宅
介
護

を
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
シ
ス

テ
ム
に
す
る
た
め
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
県

の
方
向
性
と
ど
う
関
連
付
け
る
の

か
。

　
　
　
準
備
と
し
て
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
現
状

分
析
や
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
中

長
期
的
な
視
点
で
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め

の
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
な
お
、

県
で
策
定
予
定
の
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
介
護
予
防
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）・
介
護
予
防
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
２

つ
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

成
２９
年
ま
で
に
市
町
村
が
実
施
主

体
の
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る

が
、
市
の
財
源
確
保
が
必
要
な
中

で
こ
れ
ま
で
の
水
準
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
新
た
な
制
度
で
の
介
護
予

防
給
付
・
介
護
予
防
事
業
等
の
財

源
は
、
現
在
と
同
じ
構
成
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
今
後
国
が
示
す
予

定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
今
後
の
公
共
事
業
を
担
う

地
元
建
設
業
を
地
域
産
業
と
し
て
、

発
展
を
支
援
す
る
た
め
の
建
設
産

業
振
興
担
当
の
専
門
職
員
を
配
置

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
や
県
の
支
援
を
積
極
的

に
周
知
し
な
が
ら
、
建
設
業
界
が

抱
え
る
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。

市
に
専
門
の
担
当
を
置
く
こ
と
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

今
野　
誠
一 

議
員

　
　
　
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策

は
、
現
場
の
声
を
無
視
し
た
拙せ
っ
速そ
く

な
農
政
改
革
に
よ
り
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
家
族
農
業
の
役
割
が

見
直
さ
れ
て
い
る
中
で
、
効
率
性

を
求
め
る
財
界
寄
り
の
大
規
模

化
・
法
人
化
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
多
様
な
担
い
手
を
確
保
す

る
た
め
、
認
定
農
業
者
な
ど
を
育

成
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
支
え

る
兼
業
農
家
な
ど
の
活
動
を
支
援

し
て
い
く
。
大
規
模
経
営
化
は
、

農
地
の
効
率
的
な
利
用
な
ど
を
図

る
う
え
で
重
要
な
施
策
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
に
欠

か
せ
な
い
と
さ
れ
る
、適
切
な
人
・

質
問

答
弁

質
問

▲新たな農業政策のもと農作業スタート
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歴
史
・
文
化
を
継
承
し
地
域
の
伝
統
を

大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

記
述
は
、
戦
国
の
世
を
生
き
抜
く

上
で
の
激
し
い
面
を
記
載
し
て
い

る
。一
方「
人
間
味
豊
か
な
一
面
も

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の

記
載
が
あ
り
、
多
様
な
面
を
持
っ

た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
記

念
事
業
の
一
環
で
義
光
公
の
「
人

と
な
り
」
を
知
ら
せ
る
た
め
の
冊

子
を
２５
年
度
中
に
発
刊
す
る
。

　
　
　
よ
し
あ
き
フ
ェ
ス
タ
を
義

光
祭
と
し
て
継
続
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　
最
上
義
光
歴
史
館
を
拠
点

と
し
な
が
ら
、
山
形
の
成
り
立
ち

や
義
光
公
の
業
績
や「
人
と
な
り
」

を
紹
介
し
て
い
く
。
ま
た
、
街
な

か
賑
わ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中

で
義
光
公
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
込
め
る
よ
う
、
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
昭
和
４４
年
に
レ
コ
ー
ド
化

さ
れ
た
「
ボ
ク
の
街
山
形
」
と
い

う
歌
が
市
制
施
行
８０
周
年
に
あ
わ

せ
て
披
露
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま

れ
た
。
東
北
六
魂
祭
な
ど
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
の
今
年
、
本
市
の

魅
力
を
歌
っ
た
こ
の
歌
を
誘
客
・

宣
伝
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵

で
の
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
で
「
ボ
ク
の
街
山
形
」

を
紹
介
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
市
長
の
目
指
す
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
国
の

考
え
方
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
優
先
度
が
最
上
位
の

プ
ラ
ン
で
あ
り
、
原
点
で
あ
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、

中
心
市
街
地
の
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
本
市
が
考
え
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
は
、
現
在
国
土
交
通
省

で
検
討
し
て
い
る
「
多
く
の
拠
点

機
能
が
整
っ
て
い
る
都
市
の
核
と

都
市
内
の
各
地
区
が
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
に
適
合
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
新
し
い
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

中
心
市
街
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
都
市

機
能
が
集
積
し
、
活
動
や
交
流
の

中
心
と
な
る
都
市
の
核
と
し
て
位

置
付
け
、
人
々
が
集
う
魅
力
あ
る

に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
一

層
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上

で
県
の
施
設
な
ど
を
考
え
な
が
ら

県
と
連
携
し
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

今
後
の
連
携
と
協
議
の
進
め
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
県
有
地
の
有
効
活
用
や
県

へ
の
要
望
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
議
論
し
て
い
る
。
県
の
施
設

の
配
置
は
中
心
市
街
地
の
機
能
に

大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
常
に
県

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
連
携
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

後
藤　
誠
一 
議
員

を
締
結
し
て
い
る
事
業
者
へ
食
料

品
な
ど
の
提
供
を
依
頼
す
る
。
併

せ
て
、
県
・
国
な
ど
へ
救
援
物
資

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
搬

送
を
要
請
し
て
い
く
。

　
　
　
市
民
が
蓄
積
し
て
き
た
貴

重
な
文
化
的
財
産
の
散
逸
を
防
ぐ

た
め
、
公
文
書
や
歴
史
的
価
値
の

あ
る
文
献
な
ど
を
市
が
収
集
・
管

理
し
公
開
す
る
公
文
書
館
な
ど
の

施
設
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　
郷
土
館
、
山
寺
芭
蕉
記
念

館
、
最
上
義
光
歴
史
館
で
、
各
施

設
に
関
連
す
る
歴
史
的
価
値
の
高

い
資
料
の
収
集
・
保
管
を
行
い
、

展
示
と
い
う
形
で
市
民
に
提
供
し

て
い
る
。
今
後
も
、
公
文
書
館
の

設
置
を
含
め
、
既
存
の
施
設
を
活

用
し
た
収
集
方
法
な
ど
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
仏
壇
な
ど
の
伝
統
工

芸
・
産
業
品
の
需
要
を
増
や
す
た

め
、
家
屋
に
和
室
を
設
置
し
た
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
、
伝
統
工
芸
・
産

業
の
振
興
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
伝
統
工
芸
産
業
の
さ
ら
な

る
振
興
の
た
め
に
は
、
本
市
の
伝

統
工
芸
産
業
を
広
く
周
知
し
、
販

路
拡
大
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
各
種
展
示
販
売
会

の
開
催
支
援
や
見
本
市
へ
の
出
展

支
援
な
ど
、
引
き
続
き
伝
統
工
芸

産
業
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
森
林
再
生
と
循
環
型
社
会

を
目
指
す
た
め
、
新
た
に
建
築
す

る
公
共
建
築
物
の
木
造
化
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
２３
年
８
月
に
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進
に

関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。

今
後
も
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
を
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
平
成
２５
年
１０
月
の
よ
し
あ

き
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
は
評
価
す
る

が
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
物
足
り
な

さ
を
感
じ
た
。
１
０
０
年
に
一
度

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
ど
の
よ
う
な

思
い
で
臨
ん
だ
の
か
。

　
　
　
山
形
の
成
り
立
ち
と
最
上

義
光
公
の
「
人
と
な
り
」
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
街
な
か

へ
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
み
、
多

く
の
方
に
義
光
公
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
民
の
歴
史
認
識
を
深
め

る
た
め
、
義
光
公
の
市
史
記
述
を

修
正
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
義
光
公
に
関
す
る
市
史
の

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲県と連携した魅力あるまちづくりを求む ▲公文書や歴史的価値のある文献などの適正な管理を
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▲新年度予算を提案する市川市長
　

山
形
市
で
は
、「
み
ん
な
で
創

る『
山
形
ら
し
さ
』が
輝
く
ま
ち
」

を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
、
各
種
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
か
ら
、
５
年
間
を

計
画
期
間
と
し
た
「
山
形
市
第
２

期
経
営
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
２６
年
度
は
そ

の
３
年
目
に
当
た
り
、
折
り
返
し

の
重
要
な
節
目
に
な
り
ま
す
。

　
第
２
期
経
営
計
画
は
、
前
経
営

計
画
策
定
後
の
社
会
経
済
状
況
の

著
し
い
変
化
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
な

ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
現

在
、
こ
の
経
営
計
画
の
も
と
、
ま

ち
づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
第
２
期
経
営
計
画
で
は
、
市
政

経
営
の
４
つ
の
基
本
方
針
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

第
１
は
、「
大
規
模
災
害
に
も

対
応
可
能
な
安
心
で
き
る
体
制
の

構
築
」、
第
２
は
、「
山
形
ら
し
さ

を
活
か
し
た
地
域
産
業
の
活
性
化

と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」、

第
３
は
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
明
る
く
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
構

築
」、
第
４
は
、「
地
球
環
境
の
保

全
と
循
環
型
社
会
の
構
築
」、
以

上
４
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
７

つ
の
重
点
政
策
、
お
よ
び
重
点
政

策
と
連
携
す
る
施
策
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
主
要
施
策
を
、
今

後
と
も
市
民
・
事
業
者
の
皆
様
と

手
を
携
え
、「
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
な
が
ら
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
施
策
の
実
現
の
た
め
に
、
市
政

経
営
の
貴
重
な
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
経

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○安全・安心の都市機能の充実
橋りょう長寿命化事業【新規】� ４億７，０５０万円
市営南山形住宅建替事業� ２億２，８７０万円
（仮称）西消防署整備事業【新規】� １億５，７００万円
住宅リフォーム総合支援事業� １億４，５６３万円
特定建築物耐震診断補助事業【新規】� ３，１１５万円

○産業の振興と中心市街地の活性化
商工業金融対策事業【拡充】� ３７億７，０８８万円
企業誘致・立地促進事業【拡充】� １５億９，２２６万円
水田農業構造改革対策事業� ２億２，５２６万円
東北六魂祭開催事業【新規】� ７，１３０万円
６次産業化促進支援事業� ３，５６５万円

○高齢者や障がい者を支える福祉の充実
自立支援給付事業� ２５億８，６８６万円
包括的支援事業（介護保険事業会計）� ３億２，９１６万円
地域生活支援事業� ２億１，１２３万円
高齢者外出支援事業【新規】� １，７０３万円
地域福祉活動活性化補助事業【新規】� ９００万円

○総合的な子育て環境の充実
第五中学校校舎等改築事業【拡充】� １２億７，４８８万円
こども医療給付事業【拡充】� ９億２，３９３万円
子育て世帯臨時特例給付金給付事業【新規】� ３億５，３００万円
幼児遊戯施設整備事業【拡充】� ３億３，２３０万円
民間立保育所施設整備事業【拡充】� ２億３，３７４万円

○環境にやさしいまちづくり
エネルギー回収施設整備事業� ３億２，３７２万円
公衆街路灯ＬＥＤ化推進事業� １億８，１１２万円
市有施設太陽光発電装置等設置事業� ９，５１５万円
小水力発電設備整備事業（水道事業会計）【新規】� １，２００万円
小型家電リサイクル事業【新規】� １５４万円

○スポーツ施設の整備と明るく健康で活力あるまちづくり
球技場整備事業【拡充】� ８億６，４３５万円
新野球場整備事業【拡充】� １億１，４３０万円
スキージャンプワールドカップレディース蔵王大会開催事業� ３，６００万円
山形シティマラソン大会開催事業� ３，２００万円
がん検診推進事業（前立腺がん）【新規】� １，６４０万円

○地域コミュニティの充実と共創のまちづくり
村木沢コミュニティセンター建設事業【拡充】� ３億１，７７６万円
コミュニティセンター自主運営推進事業� ２億３，５２２万円
飯塚コミュニティセンター建設事業� ５，２１６万円
市民活動活性化事業� ２，９４２万円
本沢コミュニティセンター建設事業【拡充】� １，７６３万円

○その他の政策課題に対応する事業
臨時福祉給付金給付事業【新規】� ７億３，６００万円
個人番号制度導入に係る住民記録システム改修事業【新規】� １億８，０００万円
国際青年会議所アジア太平洋会議山形大会開催地補助事業【新規】� ３，０００万円
市民会館改修事業� ２，６４０万円
重要文化財「鳥居」保存修理事業【新規】� ４５８万円

主な事業と予算額（千円以下切り捨て）

平成２６年度 予算の概要
予算総額　１，７８１億４，６０３万７，０００円
（うち、一般会計予算　８７１億６００万円）

新
年
度

 

市
政
経
営
方
針
の
概
要
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▲ＬＥＤ化が進む公衆街路灯

▲若手映像作家の育成に力を入れる山形国際ムービーフェスティバル

化
し
て
い
る
た
め
、
個
別
相
談
の

充
実
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
公
衆
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推

進
事
業
は
平
成
２７
年
度
も
同
規
模

で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
町
内
会
か
ら
の
設
置

申
請
を
受
け
て
設
置
し
て
お
り
、

２６
年
度
は
５
８
９
８
灯
、
２７
年
度

は
４
６
１
２
灯
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　
豪
雪
対
策
本
部
の
立
ち
上

げ
の
基
準
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
以
前
は
、「
５０

㎝
を
越
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
今

後
、
多
量
の
降
雪
が
見
込
ま
れ
、

市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
場
合
」
と
し
て
お
り
、
立

ち
上
げ
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
て

い
た
が
、
５０
㎝
を
越
え
た
時
点
で

委
員

広
報
課
長

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
震
災
避
難
者
の
考
え
方
が

変
化
し
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、

避
難
者
交
流
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

や
情
報
提
供
の
仕
方
に
つ
い
て
の

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
も
２
０
０

０
人
を
超
え
る
方
が
避
難
し
て
お

り
、
相
談
内
容
が
個
別
化
、
複
雑

委
員

防
災
対
策
課
長

す
ぐ
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
見

直
し
た
こ
と
で
、
素
早
い
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
山
形
国
際
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
山
形
国
際
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
へ
の
文
化
支

援
は
、
基
準
や
考
え
方
を
し
っ
か

り
持
た
な
け
れ
ば
今
後
の
対
応
に

も
不
安
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
振
興
の
狙

い
と
し
て
、
市
全
体
の
活
性
化
に

生
か
し
て
い
く
視
点
が
大
事
で
あ

る
。
活
動
を
通
し
て
山
形
か
ら
情

報
が
発
信
さ
れ
て
、
活
性
化
に
資

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
支
援
し
た
い
。

山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
祭
に
関
し
て
は
、
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。
文
化
的
な
活

動
を
ま
ち
の
活
性
化
に
生
か
し
て

い
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
参
加
す
る
都
市

で
共
有
し
、
産
業
活
性
化
な
ど
に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

に
補
助
す
る
考
え
は
理
解
で
き
る

委
員

文
化
振
興
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
山
形
国
際
ム
ー

ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
コ
ン

ぺ
テ
ィ
シ
ョ
ン
形
式
で
全
国
に
公

募
し
、
若
手
映
像
作
家
を
育
成
し

て
お
り
、
そ
れ
に
係
る
事
業
に
補

助
し
て
い
る
。
昨
年
か
ら
は
運
営

母
体
の
興
行
組
合
に
、
県
内
す
べ

て
の
映
画
館
が
参
加
し
、
山
形
国

際
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

支
え
て
い
る
。
映
像
関
係
者
間
の

協
力
に
関
し
て
も
、
山
形
国
際
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
事
務
局

と
事
業
者
が
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
向
け
た
話
し
合
い
を
始

め
る
な
ど
、
協
力
し
て
い
く
姿
は

見
え
て
き
て
い
る
。

　
　
　
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
は
、
市
制
１
０
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
始
め
た
も
の

文
化
振
興
課
長

委
員

で
あ
る
た
め
、
市
が
主
体
的
に
関

わ
っ
て
行
う
べ
き
事
業
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１７
年
度
ま
で
の

開
催
を
踏
ま
え
て
事
務
局
が
市
か

ら
独
立
し
、
負
担
金
か
ら
補
助
金

に
な
っ
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、

世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る

映
画
祭
の
貴
重
な
映
像
資
料
の
蓄

積
が
あ
る
た
め
、
市
民
へ
の
幅
広

い
理
解
や
日
常
的
な
活
用
に
つ
い

て
広
く
議
論
し
て
い
く
。

◇
ま
た
、
一
委
員
か
ら
、
山
形
国

際
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
民
間
事

業
に
行
政
が
補
助
を
出
す
場
合
の

基
準
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る

文
化
振
興
課
長

が
、
中
心
市
街
地
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、

山
形
国
際
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
郊
外
で
行

わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
街

な
か
で
は
別
の
映
像
事
業

者
が
映
像
作
家
を
呼
ん
で

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
資
金

も
自
主
的
な
部
分
が
多
い
。

映
像
文
化
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
も
関
連

事
業
者
が
全
体
と
し
て
取

り
組
む
よ
う
に
す
れ
ば
、

も
っ
と
市
民
の
意
識
向
上

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

　
予
算
委
員
会
で
は
、
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の

新
年
度
予
算
１２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
各
分
科
会
で
審
査
の
後
、
初
め
に
一
般
会

計
予
算
を
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
予
算
１１
件
を
採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

新年度予算

予　算
委 会員

山
形
市
の
発
展
に
向
け
た

　
　
　 

平
成
２６
年
度
当
初
予
算

震
災
避
難
者
の

　
　
　
　
心
の
ケ
ア
の
充
実
を
期
待

総
務
分
科
会

平成２６年５月１日／１８８号
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場
だ
っ
た
が
、
２６
年
度
は
山
形
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ゆ
か
り
の

物
を
送
れ
る
よ
う
予
算
化
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
本
来
の
趣
旨
を

忘
れ
ず
に
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

が
２５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、

行
政
や
民
間
で
ど
の
よ
う
な
変
化

が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
共
同

参
画
審
議
会
委
員
の
女
性
の
割

合
を
条
例
に
合
う
よ
う
に
改
選
し

た
。
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

運
営
委
員
の
改
選
も
あ
る
た
め
、

条
例
に
合
う
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
。
２６
年
度
は
、
市
民
と
事
業
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て

い
る
。

委
員

男
女
共
同
参
画
課
長

と
思
う
が
、
考
え
方
に
納

得
で
き
な
い
、
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
て
く
れ
た
方
に
、
高
価

な
品
物
を
送
っ
て
い
る
自

治
体
に
対
し
て
違
和
感
が

あ
る
。
山
形
に
対
す
る
気

持
ち
を
掘
り
起
こ
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
も

ら
う
の
が
本
来
の
在
り
方

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
度

ま
で
は
、
山
形
の
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
受
け
取
る
立

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
館

者
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２４
年
１０
月
１
日
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
２６
年
３
月
１１
日
ま

で
の
来
館
者
数
は
２
万
１
６
９
８

人
で
、
当
初
の
予
想
を
大
幅
に
上

回
っ
て
お
り
、
市
民
の
防
火
防
災

へ
の
関
心
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
２４
時
間
健
康
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
１２
月
ま
で

に
４
８
４
３
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

特
に
、
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
幼
児
に
関
す
る
相
談
が
多

く
、
相
談
科
目
は
内
科
・
小
児
科

が
多
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
夜

間
・
休
日
の
医
療
機
関
案
内
は
８

委
員

予
防
課
長

委
員

通
信
指
令
課
長

３
７
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織

は
、消
防
団
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

も
っ
と
効
率
よ
く
機
能
的
に
育
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
を

中
心
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

に
関
す
る
法
律
の
中
で
、
消
防
団

が
教
育
訓
練
に
お
い
て
指
導
的
な

役
割
を
担
う
よ
う
な
必
要
的
措
置

を
と
る
と
の
条
文
が
あ
り
、
今
後

は
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
の

有
機
的
な
関
係
を
構
築
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

　
　
　
２５
年
度
に
比
べ
、
個
人
市

民
税
が
７
億
８
０
０
０
万
円
増
え

て
い
る
が
、
現
在
の
雇
用
環
境
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
山
形
労
働
局
で

は
、
力
強
く
改
善
し
て
い
る
と
し

て
お
り
、
山
形
県
発
表
の
毎
月
勤

労
統
計
調
査
で
も
、
１２
月
の
常
用

雇
用
が
前
年
比
で
２
・
６
％
増
と

７
カ
月
連
続
で
増
加
し
、
雇
用
環

境
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
街
な
か
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
目
的
税
で
あ
る
都
市
計
画

税
の
使
い
方
を
、
全
庁
的
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
都
市
計
画
税
は

都
市
基
盤
に
対
す
る
目
的
税
で
あ

り
、
そ
の
使
途
に
沿
っ
て
使
わ
れ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基

づ
い
て
投
資
を
し
て
い
る
。

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

委
員

市
民
税
課
長

委
員

企
画
調
整
部
長

▲ふるさと納税でもらえる山形のいも煮セット

そ
の
う
ち
８
件
に
つ
い
て
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
た
。
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
が
多
数
い
る
こ
と
が
把

握
で
き
た
た
め
、
今
後
は
相
談
内

容
を
分
析
し
課
題
を
見
極
め
な
が

ら
、
２７
年
度
か
ら
の
本
格
施
行
に

向
け
て
ケ
ア
が
で
き
る
体
制
を
取

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
は
何
人
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２６
年
１
月
末
時

点
の
入
所
申
込
者
は
１
１
６
２
人

い
る
。
複
数
の
施
設
に
申
し
込
み

を
し
て
い
る
方
も
お
り
、
延
べ
人

数
で
は
約
２
７
０
０
人
と
な
る
。

　
　
　
市
民
相
談
は
年
間
で
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
。

委
員

介
護
保
険
課
長

委
員

　
　
　
地
域
福
祉
活
動
活
性
化
事

業
の
内
容
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
福
祉
力

の
向
上
や
地
域
に
お
け
る
支
え
合

い
機
能
の
強
化
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
を
創
設
し
た
。
今
後
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
の
互
助
に
よ
る
福
祉
力
の
向

上
を
図
り
、
医
療
、
介
護
と
連
携

し
た
高
齢
者
支
援
を
行
う
。

　
　
　
具
体
的
な
事
業
計
画
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
で
の
人
材

確
保
や
三
者
懇
談
会
の
体
制
づ
く

り
な
ど
へ
の
支
援
を
考
え
て
お
り
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
各
地
区
へ
一
律
に
補
助
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
に
運
営

費
補
助
で
は
な
い
た
め
、
一
律
に

補
助
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
モ

デ
ル
事
業
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２５
年
１１
月

か
ら
の
開
始
以
降
、
５
３
２
件
、

１
９
１
人
か
ら
の
相
談
が
あ
り
、

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

▲心をこめて、市民の悩みに答えます

地
域
の
福
祉
力
向
上
を
望
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
を
創
設

厚
生
分
科
会
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▲心の健康管理もしっかりと（こころの健康体操）

　
　
　
　
　
　
　
苦
情
も
含
め
る

と
約
３
０
０
０
件
の
相
談
が
あ
る
。

　
　
　
交
通
指
導
員
の
高
齢
化
に

よ
る
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
短

期
間
で
あ
れ
ば
指
導
員
に
な
り　

た
い
と
い
う
人
も
い
る
。
２
人
体

制
に
す
る
な
ど
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
指
導
員
の
期
間
な
ど

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
安
全
対
策
と
し
て
の
信
号

機
の
設
置
要
望
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
２５
年
度
は
２０
団
体
か

ら
３２
カ
所
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　
　
　
各
地
区
の
防
犯
協
会
に
対

し
、
一
律
２
万
円
を
補
助
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域
の
実
情

に
あ
わ
せ
た
補
助
額
に
見
直
し
て

市
民
相
談
課
長

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

委
員

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
防
犯
活
動
に
対
す
る

補
助
で
あ
り
、
運
用
の
中
で
工
夫

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２５
年
１２
月
ま

で
に
２
６
６
件
の
相
談
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
障
が
い
者
に
か
か
わ
る

相
談
は
３７
件
、
約
１３
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
市
長

が
裁
判
所
へ
申
し
立
て
た
も
の
は

５
件
で
あ
り
、
４
件
が
決
定
し
て

い
る
。

　
　
　
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
は
、

補
助
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
バ
ス

事
業
者
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
路
線
が
な

市
民
課
長

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

利
用
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
な
が
ら
、
事
業
者

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
高
齢
者
鍼し
ん
き
ゅ
う灸マ
ッ

サ
ー
ジ
等
助
成
の
対
象
年

齢
を
６６
歳
以
上
か
ら
７０
歳

以
上
に
見
直
し
、
経
過
措

置
と
し
て
毎
年
１
歳
ず
つ

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
対
象
者
で
あ
る
約

６
万
３
０
０
０
人
の
う
ち
、

１
万
人
程
度
に
影
響
が
あ

委
員

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

る
た
め
経
過
措
置
と
し
た
。

　
　
　
国
保
へ
の
加
入
者
と
療
養

費
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
の

加
入
者
は
、
５
万
４
７
５
２
人
を

見
込
ん
で
い
る
。
毎
年
減
少
し
て

い
る
が
、
１
人
当
た
り
の
療
養
費

は
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２４
年
度
の

利
用
率
は
、
数
量
ベ
ー
ス
で
約

３１
％
で
あ
り
、
国
の
目
標
値
で
あ

る
３０
％
を
超
え
て
い
る
。

　
　
　
消
費
税
増
税
に
伴
い
、国
・

県
か
ら
の
補
助
率
が
引
き
上
げ
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
予
算
に

は
反
映
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
の
改

正
時
期
が
３
月
末
と
な
る
た
め
、

今
後
、
補
正
予
算
に
よ
り
対
応
し

た
い
。

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
議
会
内
容
な
ど
の
報
告
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
報
告
す
る
内
容

に
つ
い
て
、今
後
、検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ゲ※

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
の
対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
市
民
を
対
象
に
５０
人

程
度
を
募
集
す
る
ほ
か
、
窓
口
業

務
の
あ
る
職
員
に
も
研
修
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は
、

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

市
民
生
活
部
長

委
員

健
康
課
長

委
員

福
祉
協
力
員
な
ど
福
祉
と
関
係
の

あ
る
人
が
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
養
成
講
座
の
募
集
を
し
た
い
。

　
　
　
自
殺
対
策
の
予
算
が
２５
年

度
よ
り
減
っ
て
い
る
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
自
殺
対
策
と
し
て
講

演
会
を
行
っ
て
き
た
が
、
よ
り
実

践
的
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
な
ど
の
事
業
に
移
行
し
た
こ
と

に
よ
り
減
額
し
て
い
る
。

　
　
　
水
ぼ
う
そ
う
と
成
人
用
肺

炎
球
菌
が
定
期
接
種
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
予
算
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
国
か
ら
実
施
方
法
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

予
算
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　
　
　
児
童
館
の
今
後
の
運
営
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
老
朽

化
も
あ
る
た
め
、
保
育
所
の
整
備

健
康
課
長

委
員

健
康
課
長

委
員

健
康
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

計
画
に
あ
わ
せ
て
２７
年
度
ま
で
に

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
学

校
へ
の
移
転
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
の
移

転
ま
た
は
分
園
は
、
桜
田
小
と
高

瀬
小
の
２
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
ど
も
医
療
費
の
外
来
分

の
一
部
を
県
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
予
算
へ
の
計
上
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
の
歳

入
と
し
て
５
０
０
０
万
円
程
度
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
中
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
外
来
分
の

無
料
化
を
含
め
、
今
後
補
正
予
算

で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
４
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改

定
に
伴
う
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
で
０・

１
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

診
療
報
酬
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
　
医
療
費
の
未
収
金
対
策
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
収
の
額

が
現
年
度
を
中
心
に
少
な
く
な
る

よ
う
、未
収
金
対
策
を
し
て
い
る
。

　
　
　
消
防
設
備
改
修
工
事
の
内

容
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
法
の
改

正
に
あ
わ
せ
て
、
老
朽
化
し
た
自

動
火
災
報
知
器
や
非
常
用
放
送
設

備
な
ど
を
改
修
す
る
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

医
事
経
営
課
副
参
事

委
員

医
事
経
営
課
副
参
事

委
員

済
生
館
管
理
課
長

▲警察と連携した信号機の設置で市民の安全・安心を確保

※　ゲートキーパー…�悩んでいる人に声をかけて話を聞き、必要な支援につなげる人。

平成２６年５月１日／１８８号
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東
北
六
魂
祭
の
開
催
に
当

た
り
、
過
去
の
３
市
で
の
問
題
点

や
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
安
全
安
心
の
確

保
が
最
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
交
通
規
制
が
一
番
の
課
題
に
な

る
。
路
線
だ
け
で
は
な
く
広
範
囲

な
規
制
と
な
る
た
め
、
人
と
車
の

誘
導
と
緊
急
車
両
の
確
保
が
重
要

に
な
る
。
ト
イ
レ
の
確
保
は
、
公

共
施
設
や
商
店
街
も
含
め
協
力
を

求
め
て
い
く
。

　
　
　
パ
レ
ー
ド
会
場
の
中
央
分

離
帯
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
車
線
の
う
ち
、

東
側
２
車
線
を
踊
り
手
が
通
り
、

西
側
の
車
線
と
歩
道
に
観
客
を
入

委
員

観
光
物
産
課
長

委
員

観
光
物
産
課
長

れ
る
想
定
で
あ
る
。
分
離
帯
は
市

の
予
算
で
一
時
撤
去
し
、
東
北
六

魂
祭
終
了
後
に
復
旧
す
る
。

　
　
　
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融

資
貸
付
金
の
実
績
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２５
年
１２
月
末
ま

で
の
貸
し
出
し
実
績
は
、
２
４
７

件
、
約
１
億
６
６
０
０
万
円
で
あ

る
。

　
　
　
新
規
学
卒
未
就
職
者
を
市

の
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し
、
就

職
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
と
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
毎
月
の
レ
ポ
ー
ト
提

出
と
月
２
回
の
就
活
日
を
設
け
、

若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
履
歴

書
の
書
き
方
や
面
接
の
仕
方
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
２５
年
度

は
１７
人
採
用
し
６
人
の
就
職
が
内

定
し
て
お
り
、
２６
年
度
も
５
人
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
安
定
雇
用
促
進
奨
励
費
補

助
金
の
１
人
当
た
り
の
補
助
金
の

額
と
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
半
年
以
上
勤
務
し
、

非
正
規
社
員
か
ら
正
規
社
員
と

な
っ
た
場
合
、
１
人
当
た
り
６
カ

月
経
過
で
１５
万
円
を
、
さ
ら
に
６

カ
月
経
過
で
１５
万
円
の
計
３０
万
円

委
員

商
工
課
長

委
員

商
工
課
長

委
員

商
工
課
長

を
補
助
し
て
い
る
。
２５
年
１２
月
末

の
実
績
は
１８
人
で
あ
る
。

　
　
　
青
年
就
農
給
付
金
が
拡
大

さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
る
と
１
人

当
た
り
年
額
１
５
０
万
円
を
５
年

間
支
給
さ
れ
る
。
２５
年
度
は
１３
人
、

２６
年
度
は
継
続
分
も
含
め
、
２１
人

の
支
給
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
特
定
農
業
用
管
水
路
の
石

綿
管
は
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
残
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
蔵
王
上

野
地
区
で
２４
年
度
か
ら
２９
年
度
ま

で
の
計
画
で
実
施
し
て
い
る
。

進し
ん
ち
ょ
く
捗
率
は
２５
年
度
末
で
約
２２
％
、

２６
年
度
末
で
４５
％
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
度
末
時
点

で
約
７
・
３
％
、
１７
・
３６
㎢
が
終

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
市
産
材
利
用
拡
大
促
進
事

業
費
補
助
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
８
㎥
以
上
で
２５

棟
に
補
助
し
て
お
り
、
２５
年
度
は

７
月
で
予
算
額
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
供
給
で
き
る
ほ
ど
市
産
材

は
伐
採
で
き
る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
有
林
か
ら
は
、

２５
年
度
に
約
２
ｈａ
、
１
１
１
㎥
ほ

ど
供
給
し
て
い
る
。
民
有
林
か
ら

は
、
２６
年
度
に
２０
ｈａ
の
間
伐
を
行

委
員

農
政
課
長

委
員

農
村
整
備
課
長

委
員

地
籍
調
査
室
長

委
員

森
林
整
備
課
長

委
員

森
林
整
備
課
長

い
供
給
し
て
も
ら
う
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
山
形
芸
妓
育
成
支

援
協
議
会
負
担
金
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
舞
子
か

ら
芸
妓
へ
の
伝
承
が
進
ま

な
い
状
況
で
、
舞
子
の
ほ

と
ん
ど
が
２５
歳
前
後
で
退

職
し
て
お
り
、
現
在
の
山

形
芸
妓
６
人
の
う
ち
５
人

が
７０
歳
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
観
光
資
源
で
あ
る
山

形
芸
妓
の
育
成
・
活
用
を

し
て
い
く
た
め
、
一
貫
し

た
育
成
指
導
や
発
表
会
な

委
員

観
光
物
産
課
長

ど
の
費
用
を
官
民
一
体
と
な
り
支

援
し
て
い
く
。

　
　
　
買※

い
物
弱
者
対
策
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
２５
年
１１
月
１６
日
か
ら
、

滝
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

江
南
公
民
館
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
な
が
ら
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
活
用
し

た
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
今
後
も

地
域
の
商
業
振
興
に
結
び
つ
く
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
奨
学
基
金
の
現
在
の
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
度
は
３１
人

の
生
徒
に
貸
付
を
し
て
い
る
。
以

前
か
ら
の
滞
納
者
が
い
る
た
め
、

当
面
は
繰
り
出
し
金
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
最
近
は
貸
付
金
額

が
市
よ
り
も
高
い
県
の
制
度
の
利

委
員

商
工
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

用
者
が
増
え
て
お
り
、
本
市
の
奨

学
金
制
度
終
了
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
過
大
規
模
校
対
策
に
つ
い

て
、
通
路
の
変
更
工
事
の
状
況
と

工
事
完
了
の
時
期
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
で
南
沼

原
小
と
北
側
の
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

つ
な
ぐ
歩
道
橋
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
整
備
に
あ
た
り
民
地
を
提

供
し
て
も
ら
う
た
め
、
代
替
地
と

し
て
学
校
用
地
の
一
部
を
提
供
す

る
。
２６
年
３
月
に
民
地
の
建
物
を

撤
去
し
造
成
を
始
め
、
２６
年
８
月

下
旬
ま
で
に
は
歩
道
橋
の
一
部
供

用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
商
業
高
校
の
海
外
友
好
校

推
進
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
交
流

の
日
程
と
内
容
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
好
校
の

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

委
員

山
形
商
業
高
事
務
長

▲滝山地区で行われたふれあい市場の様子

▲東北六魂祭のパレード会場

※　買い物弱者…�自宅から商店までが遠く、食料品の買い物に支障がある人のこと。

東
北
六
魂
祭
に
向
け

　
　
　
　
　
　
万
全
の
準
備
を
求
め
る

産
業
文
教
分
科
会
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締
結
を
結
ん
で
い
る
中
国
吉
林
市

第
二
中
学
校
の
訪
問
団
を
２６
年
５

月
１２
日
か
ら
１８
日
ま
で
受
け
入
れ
、

本
市
か
ら
は
１０
月
２０
日
か
ら
２６
日

ま
で
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
。
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
授
業
体

験
、
交
流
会
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
今
後
の
空

調
の
改
修
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
か

ら
中
学
校
の
冷
暖
房
兼
用
の
空
調

設
備
を
整
備
し
て
い
く
。
Ｆ
Ｆ
式

石
油
暖
房
機
の
設
置
年
数
の
古
い

学
校
か
ら
整
備
し
、
３１
年
度
ま
で

の
中
学
校
の
工
事
完
了
を
想
定
し
、

そ
の
後
小
学
校
の
整
備
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
元
木
の
石
鳥
居
の
修
復
を

進
め
る
中
で
、
今
後
地
元
の
方
々

と
協
議
す
る
場
を
設
け
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
識
者

か
ら
な
る
検
討
委
員
会
の
中
に
地

元
の
代
表
者
１
人
に
入
っ
て
も
ら

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
滝
山
地

区
で
設
立
さ
れ
た
保
存
会
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
保
存
修
復
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
無
形
民
俗
文
化
財
を
後
世

に
継
承
す
る
た
め
、
映
像
や
写
真

な
ど
で
残
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
形
民

俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
、
２６
年

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

度
は
調
査
に
向
け
た
有
識

者
の
検
討
委
員
会
を
設
置

す
る
。
調
査
の
対
象
や
方

法
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

２７
年
度
に
向
け
て
実
施
の

体
制
を
作
っ
て
い
く
。

　
　
　
山
形
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
今
後
の
規
模

拡
大
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

２
回
大
会
は
前
回
と
同
規

模
で
開
催
し
、
そ
の
後
交

通
規
制
に
つ
い
て
検
証
し

た
う
え
で
、
規
模
拡
大
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
た

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

い
。

　
　
　
２６
年
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
ス
蔵

王
大
会
で
は
、
ト
イ
レ
の
数
が
少

な
く
、
待
ち
時
間
が
非
常
に
長

か
っ
た
。
世
界
的
に
注
目
を
集
め

る
大
会
で
あ
る
た
め
、
観
客
の
蔵

王
へ
の
印
象
も
不
安
に
な
る
。
今

後
、
施
設
の
整
備
は
進
め
ら
れ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
季
間
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
時
に
は
、

観
客
席
の
上
に
も
仮
設
ト
イ
レ
を

設
置
し
、
観
戦
者
の
交
通
混
雑
の

解
消
に
つ
な
げ
る
。
今
後
は
夏
も

使
用
で
き
る
よ
う
ラ※
１
ン
デ
ィ
ン
グ

バ
ー
ン
を
整
備
し
、
通
年
型
に
す

る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
蔵
王
の
振
興
に
つ
な
が
る
の
で

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
学
校
給
食
の
地
場
産
の
食

材
の
使
用
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２４
年

度
の
実
績
で
、
県
内
産
は
２９
・
７

％
、市
内
産
は
２１
・
６
％
で
あ
り
、

地
産
地
消
の
た
め
で
き
る
だ
け
地

場
産
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　
市
場
の
空
調
設
備
の
改
修

費
用
が
突
出
し
て
多
い
が
、
今
後

の
改
修
予
定
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸
売
棟
・

管
理
棟
・
水
産
仲
卸
棟
の
空
調
設

備
を
各
事
業
者
が
業
態
に
応
じ
て

使
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
集
中

管
理
か
ら
個
別
方
式
に
切
り
替
え

る
。
工
事
は
１
カ
年
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
後
の
空
調
工
事
は
な

い
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

　
　
　
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
回
収

方
法
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
団
資
源

回
収
、
ボ
ッ
ク
ス
回
収
、
持
ち
込

み
回
収
、
イ
ベ
ン
ト
回
収
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

　
　
　
対
象
と
な
る
品
目
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ア
メ
タ

ル
な
ど
の
回
収
率
が
高
い
携
帯
電

話
な
ど
３０
品
目
か
ら
５０
品
目
を
考

え
て
い
る
。

　
　
　
上
野
最
終
処
分
場
の
現
状

や
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
外
部
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
減
容
処
理
す
る
な
ど
、

搬
入
抑
制
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
２３
年
度
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

な
ど
を
実
施
し
検
討
し
た
結
果
、

減
容
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
外
部
処
理

の
継
続
、
新
た
に
建
設
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
施
設
で
の
焼
却
灰
の

溶※
２
融
ス
ラ
グ
化
、
上
野
最
終
処
分

場
の
雨
水
の
浸
透
抑
制
な
ど
を
行

え
ば
、現
在
の
整
備
エ
リ
ア
内
で
、

さ
ら
に
１５
年
程
度
の
埋
立
て
が
可

能
で
あ
る
。

　
　
　
上
山
市
川
口
地
区
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
施
設
整
備
の
進
行
状

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

廃
棄
物
施
設
課
長

委
員

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
権
者
か

ら
の
同
意
を
得
て
お
り
、
２６
年
度

の
広
域
環
境
事
務
組
合
の
予
算
に
、

市
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
用
地
の

買
い
戻
し
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
事
業
の
進
行
に
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
特
定
建
築
物
耐
震
診
断
補

助
事
業
に
関
し
て
、
対
象
建
築
物

の
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
対
象
建

築
物
の
１２
件
の
う
ち
４
件
は
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
る
。
未
実
施

の
８
件
は
、
ホ
テ
ル
４
件
、
店
舗

２
件
、
複
合
ビ
ル
１
件
、
駐
車
場

１
件
と
な
っ
て
お
り
、
１
月
に
所

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

建
築
指
導
課
長

▲今年も大勢の参加者が予想される山形シティマラソン大会

▲早期の耐震診断を望む

※１　ランディングバーン…�スキーのジャンプ競技で、着地してからの滑走路。
※２　溶融スラグ化…�廃棄物や下水汚泥の焼却灰などを１３００℃以上の高温で溶融したものを冷却し、固化させたもの。

環
境
対
策
と
都
市
基
盤
整
備
な
ど
の

�

事
業
を
幅
広
く
議
論

環
境
建
設
分
科
会

平成２６年５月１日／１８８号
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有
者
に
文
書
で
通
知
し
て
い
る
。

　
　
　
住
宅
の
耐
震
化
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
１２
年
５
月

３１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
平

屋
・
２
階
建
て
の
建
物
が
診
断
の

対
象
で
、
該
当
す
る
約
５
万
８
０

０
０
戸
の
う
ち
約
６
０
０
戸
の
耐

震
診
断
を
目
標
と
し
て
い
る
。
耐

震
判
定
が
基
準
を
下
回
っ
た
建
物

は
２９
年
度
ま
で
に
合
計
１
４
０
戸

の
改
修
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　
　
　
松
原
浄
水
場
小
水
力
発
電

設
備
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２６
年
８

月
の
完
成
を
め
ど
に
工
事
を
進
め

て
い
る
。

　
　
　
河
川
映
像
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
シ
ス
テ
ム
構
築
で
、
須
川
沿
岸

委
員

建
築
指
導
課
長

委
員

上
下
水
施
設
整
備
室
長

委
員

７
カ
所
の
カ
メ
ラ
映
像
を
受
信
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
他
に
も
危
険

性
の
高
い
河
川
が
あ
る
と
思
う
が
、

な
ぜ
須
川
だ
け
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
で
独

自
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
場
合
は

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
国

で
設
置
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
利
用
す
る
た
め
須
川
沿
岸
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
が
カ
メ

ラ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
箇
所

も
映
像
の
提
供
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
　
他
自
治
体
で
は
人
手
不
足

や
資
材
不
足
な
ど
で
入
札
を
辞
退

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、本
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
工
事
の
入
札
辞

退
が
あ
っ
た
６７
件
の
う
ち
入
札
不

調
は
２３
件
あ
る
が
、
発
注
方
法
の

河
川
道
路
整
備
課
長

委
員

管
理
住
宅
課
長

見
直
し
な
ど
に
よ
り
２６
年

度
に
持
ち
越
す
も
の
は
な

い
。

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
県
で
２６

年
度
も
継
続
す
る
こ
と
と

な
り
、
本
市
も
予
算
を
計

上
し
た
。
制
度
は
２５
年
度

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
県
補

助
の
新
た
な
要
件
と
し
て
、

３
㎥
以
上
の
県
産
木
材
を

使
用
し
た
場
合
、
補
助
限

度
額
が
１０
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
今
後
も
２７
年
度

委
員

建
築
指
導
課
長

以
降
の
継
続
を
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
都
市

計
画
道
路
金
瓶
久
保
手
線
の
今
後

の
事
業
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
地
交
渉

の
結
果
を
踏
ま
え
、
２８
年
度
の
完

成
に
向
け
て
事
業
を
進
め
た
い
。

　
　
　
公
園
の
長
寿
命
化
計
画
に

よ
る
経
費
縮
減
の
取
り
組
み
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
園
の
長
寿
命

化
は
、
２４
年
度
に
行
っ
た
２
２
１

カ
所
の
公
園
の
約
５
０
０
０
以
上

の
遊
具
の
健
全
度
調
査
を
基
に
計

画
策
定
を
行
い
、
２６
年
度
か
ら
更

新
や
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

施
設
が
壊
れ
る
前
に
修
繕
を
行
う

予
防
保
全
型
管
理
を
取
り
入
れ
、

長
寿
命
化
す
る
こ
と
で
、
経
費
を

縮
減
し
て
い
く
。

　
　
　
公
園
の
ト
イ
レ
は
何
カ
所

設
置
す
る
の
か
。
ま
た
、
優
先
順

位
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
は
２
カ

所
に
設
置
予
定
で
あ
り
、
公
園
の

利
用
状
況
や
立
地
状
況
、
面
積
な

ど
を
基
に
優
先
順
位
を
決
定
し
て

い
る
。

　
　
　
ジ
ャ
バ
の
温
泉
水
が
利
用　
　

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
維

持
管
理
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
は
井
戸
水

利
用
の
た
め
燃
料
費
が
増
加
す
る

が
、
温
泉
水
の
前
処
理
設
備
の
維

委
員

河
川
道
路
整
備
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

持
費
が
不
要
に
な
り
、
費
用
は
減

少
す
る
。

　
　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
産
業
、
商
業
団
体
な
ど
と

連
携
を
強
化
し
、
さ
ら
に
製
造
業

や
運
輸
関
係
業
な
ど
の
意
見
も
踏

ま
え
て
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
関
係
各

団
体
な
ど
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
　
　
水
道
管
の
耐
震
化
工
事
の

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
毎
年
２
％
程
度

の
上
昇
で
、
２５
年
度
末
の
耐
震
化

率
は
、約
２４
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
水
道
管
の
官※

民
境
界
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
の

漏
水
修
繕
に
対
し
て
、
以
前
は
助

成
金
を
交
付
し
て
い
た
。
２５
年
４

月
か
ら
上
下
水
道
部
に
よ
る
漏
水

修
繕
に
変
更
し
た
が
、
利
用
実
績

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

委
員

都
市
政
策
課
長

委
員

水
道
建
設
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
現
在
２
６
６
件
発

注
し
、
そ
の
う
ち
２
１
７
件
の
工

事
が
終
了
し
て
い
る
。

　
　
　
下
水
道
の
地
震
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２４
年
度
に
下

水
道
総
合
地
震
対
策
の
計
画
を
策

定
し
、
危
険
度
の
高
い
管か
ん
渠き
ょ
を
選

定
し
た
。
そ
の
う
ち
約
５
㎞
を
２９

年
度
ま
で
に
改
築
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
緊
急
輸
送
道
路
上
の

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
対
策
や
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
停
電
対
策

と
し
て
バ
イ
パ
ス
管
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
　
降
雪
時
の
マ
ン
ホ
ー
ル
付

近
の
段
差
解
消
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２４
年
度
か
ら

２７
年
度
ま
で
に
、
断
熱
中
蓋
設
置

を
合
計
７
０
０
０
カ
所
予
定
し
て

い
る
。

給
排
水
課
長

委
員

下
水
道
建
設
課
長

委
員

下
水
道
建
設
課
長

▲松原浄水場小水力発電室の位置図

　　市民の暮らしに直接関わる施策
について、定数の１２分の１以上の議
員が賛成すると提案できる条例だよ。
３月定例会では、山形市産の日本酒
の消費拡大のため、議会運営委員会
から提出された「山形市日本酒で乾
杯を推進する条例」が可決されたよ。
ベニちゃんも大人になったら山形市
産の日本酒で乾杯してね！

Ａ

Ｑ 議員提案の
　 政策条例って
　 なんだベニ？

　　　　　の

教えて! 議会用語

※　官民境界…�自治体などが所有する土地と隣接する民有地との境界。
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予
算
委
員
会
で
は
、
平
成
２５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
３
件
と
、
豪
雪
対

策
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
一
般
会
計
補
正

予
算
の
追
加
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

補正予算

予　算
委 会員

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
や

　
　 

豪
雪
対
策
に
か
か
る
経
費
を
審
査

　
　
　
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
、

学
校
施
設
の
吊
り
天
井
落
下
防
止

対
策
に
取
り
組
む
が
、
窓
ガ
ラ
ス

の
飛
散
対
策
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
ま
で
に

吊
り
天
井
の
安
全
対
策
を
行
う
よ

う
国
か
ら
指
導
が
あ
り
、
本
市
に

委
員

財
政
課
長

お
い
て
も
２７
年
度
ま
で
の
完
了
を

見
込
ん
で
い
る
。
窓
ガ
ラ
ス
に

限
っ
た
実
態
調
査
の
予
定
は
な
い

が
、
学
校
施
設
で
は
毎
年
安
全
点

検
を
行
い
、適
宜
修
繕
し
て
い
る
。

　
　
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
は

法
的
に
設
置
義
務
の
無
い
施
設
で

も
必
要
だ
と
思
う
が
、
今
回
の
補

助
対
象
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
が
対

象
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
ス
プ
リ

委
員

財
政
課
長ン

ク
ラ
ー
な
ど
の
設
置
に

努
力
義
務
が
あ
り
、
ま
だ

設
置
し
て
い
な
い
施
設
に

補
助
す
る
。

　
　
　
町
内
会
な
ど
の
一

斉
除
排
雪
作
業
に
対
す
る

報
償
金
の
申
請
に
は
領
収

書
が
必
要
だ
が
、
翌
年
度

の
会
費
を
集
め
な
い
と
お

金
が
な
い
町
内
会
も
あ
る
。

報
償
金
は
公
金
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
手
続
き

が
必
要
だ
が
、
改
善
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
作
業
後
に
交

委
員

広
報
課
長

付
し
て
い
る
が
、
町
内
会
に
よ
っ

て
は
年
度
末
の
資
金
繰
り
の
課
題

が
あ
る
。
制
度
の
改
善
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
最
上
義
光
歴
史
館
改
修
の

予
算
の
繰
り
越
し
は
、
部
材
や
労

働
者
不
足
な
ど
不
測
の
事
態
が
要

因
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
態
は

ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
６
月
の
補
正
予

算
後
に
設
計
し
、
年
明
け
に
入
札

を
行
っ
た
が
、
部
材
工
場
が
復
興

景
気
の
影
響
な
ど
で
、
新
た
な
発

注
を
受
け
入
れ
る
に
は
時
間
を
要

す
る
た
め
、入
札
不
調
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
土
木
関
係
工
事
が
込
ん

で
い
た
が
、
建
築
工
事
な
ど
に
も

及
ん
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

委
員

文
化
振
興
課
長

　
　
　
今
回
の
補
正
の
ほ
か
に
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
が
必
要

な
介
護
施
設
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所
１
カ
所
と
県

に
届
け
出
を
す
る
有
料
老
人
ホ
ー

ム
４
カ
所
を
除
け
ば
全
て
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
の

３
カ
所
で
は
、
移
転
ま
た
は
改
築

の
計
画
が
あ
る
。

　
　
　
移
転
や
改
築
を
計
画
し
て

い
る
事
業
所
に
対
し
て
設
置
期
限

は
設
け
な
い
の
か
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

　
　
　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
の
目

標
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
温
水

洗
浄
便
座
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
６
年

間
で
２８
校
を
対
象
に
ト
イ
レ
の
改

修
を
行
い
、
最
終
的
に
６３
・
６
％

程
度
の
洋
式
化
率
を
目
標
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
温
水
式
の
暖
房
便

座
の
導
入
も
一
部
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
吊
り
天
井
な
ど
の
落
下
防

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
設
置
期
限
は
設

け
て
い
な
い
が
、こ
れ
ま
で
同
様
、

今
後
も
早
期
に
設
置
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

　
　
　
臨※
１
時
福
祉
給
付
金
は
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
制
度
の
概
要
を

広
報
や
ま
が
た
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
い
く
。
民
生
委
員
児

童
委
員
や
自
治
推
進
委
員
に
も
説

明
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
へ

周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
子※
２
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
シ
ス
テ
ム
開
発
費
に
対
す

る
国
か
ら
の
補
助
額
は
、
各
自
治

体
で
違
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
補
助
の

目
安
と
し
て
、
自
治
体
の
規
模
な

ど
で
開
発
費
用
が
異
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

長
寿
支
援
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

止
対
策
工
事
の
期
間
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
５
カ
月

程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
夏
休
み

を
中
心
に
６
月
か
ら
９
月
頃
に
吊

り
天
井
の
撤
去
な
ど
の
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
　
豪
雪
に
よ
る
被
害
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒

壊
が
９９
棟
で
面
積
が
約
１
万
５
３

０
０
㎡
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
果

樹
棚
倒
壊
が
１
件
で
面
積
は
約
２

０
０
０
㎡
で
あ
る
。

　
　
　
新
し
い
学
校
を
建
設
す
る

際
の
防
災
に
対
す
る
教
育
委
員
会

の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
学
校
は
地
域
の
拠
点

施
設
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
避
難

場
所
に
も
な
る
た
め
、
市
全
体
の

防
災
対
策
の
中
で
反
映
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

教
委
施
設
整
備
室
長

委
員

農
政
課
長

委
員

教
育
部
長

　
　
　
平
成
２６
年
２
月
１５
日
の
豪

雪
で
の
除
排
雪
に
対
す
る
要
望
や

苦
情
は
何
件
あ
り
、
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
豪
雪
は

朝
方
の
急
な
積
雪
の
た
め
日
中
の

除
雪
と
な
り
、
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
除
雪
車
が
来
な
い
と

委
員

道
路
維
持
課
長

３月の主な補正予算
一般会計　33億3,799万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）
◦第五中学校校舎等改築事業……… １０億７，５０２万円
◦介護サービス基盤整備事業……………６億２２９万円
◦小・中学校屋内運動場等吊り天井落下防止対策事業
� ……２億７，８７０万円
◦道路新設改良事業……………………２億７，０００万円
◦村木沢コミュニティセンター建設事業
� ……２億３，７５０万円

※１　臨時福祉給付金…�平成２６年４月からの消費税８％への引き上げに対し、低所得の方への負担の影響を鑑み、臨時的に支給される給付金。
※２　子育て世帯臨時特例給付金…�平成２６年４月からの消費税８％への引き上げに対し、子育て世帯の影響を緩和し、消費の下支えを図るため、臨

時的に支給される給付金。

学
校
施
設
の
環
境
改
善
の
た
め

国
か
ら
約
２
億
４
千
万
円
の
補
助

総
務
分
科
会

介
護
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
置
状
況
は
？

厚
生
分
科
会

小
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率
向
上
を
図
る

産
業
文
教
分
科
会

豪
雪
対
応
の
除
排
雪
に
関
す
る

予
算
を
追
加
補
正
し
審
査

環
境
建
設
分
科
会

平成２６年５月１日／１８８号
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い
っ
た
も
の
や
、
路
面
の
わ
だ
ち

や
圧
雪
状
況
な
ど
へ
の
要
望
や
苦

情
が
あ
り
、
件
数
は
１
７
０
０
件

と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
箇

所
に
関
す
る
苦
情
な
ど
も
あ
り
、

実
質
は
５
０
０
件
ほ
ど
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
除
排
雪
の
対
応
は
、
市
民

の
自
助
、
共
助
を
呼
び
か
け
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
１２
月
１５
日

号
の
広
報
や
ま
が
た
で
、
道
路
の

除
排
雪
計
画
や
除
排
雪
の
協
力
を

掲
載
し
て
い
る
。
今
後
も
広
報
な

ど
で
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
除
雪
に
望
み
た
い
。

　
　
　
都
市
公
園
安
全
・
安
心
対

策
緊
急
総
合
支
援
事
業
で
、
現
在

把
握
し
て
い
る
修
繕
な
ど
が
必
要

な
遊
具
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
修
繕
が
必
要
な

遊
具
は
４
０
０
基
程
度
あ
り
、
長

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

寿
命
化
計
画
の
中
で
随
時
、
修
繕

や
更
新
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
霞
城
公
園
の
整
備
は
人
手

不
足
で
工
事
が
遅
れ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
震
災
復
興
需
要

の
影
響
や
土
塀
の
復
元
工
事
と
い

う
専
門
的
で
特
殊
な
工
事
で
あ
る

た
め
、
職
人
が
少
な
く
、
人
材
が

不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
道
路
新
設
改
良
事
業
の
繰

委
員

公
園
緑
地
課
長

委
員

り
越
し
は
、
資
材
不
足
が
主
な
要

因
と
の
こ
と
だ
が
、
特
殊
な
資
材

を
使
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も

物
流
の
関
係
で
の
不
足
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
出
羽
高

擶
線
の
高
擶
橋
の
橋
脚
工
事
で
、

当
初
は
オ
ー
プ
ン
掘
削
で
行
う
予

定
で
あ
っ
た
が
、
地
下
水
の
湧
出

が
あ
り
、
急
き
ょ
鋼
矢
板
の
手
配

が
必
要
に
な
り
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
。

河
川
道
路
整
備
課
長

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
中
は
未

就
学
児
、
午
後
か
ら
は
小
学
生
を

中
心
に
遊
び
の
場
を
提
供
す
る
な

ど
の
有
効
的
な
活
用
を
考
え
て
い

る
。
す
く
す
く
ネ
ッ
ト
で
随
時
情

報
を
提
供
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
方

法
を
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
児
童
館
を
分
か
り
や
す
い

名
称
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
て

情
報
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
４
月
か
ら
の
児
童
館
運
営

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

　
　
　
平
成
２３
年
に
施
行
さ
れ
た

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
は
、
各
自
治
体
で
歯
と
口

腔
に
関
す
る
条
例
を
定
め
る
義
務

や
期
限
な
ど
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
各
自
治
体
で
条
例
を

定
め
る
義
務
は
な
い
が
、
全
国
各

地
で
理
念
条
例
を
策
定
し
て
お
り
、

本
市
も
推
進
の
姿
勢
を
示
す
た
め

策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
児
童
館
の
今
後
の
活
用
を

委
員

健
康
課
長

委
員

は
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
に
な
る

が
、
運
営
に
不
安
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら
は
、

こ
ど
も
保
育
課
長
が
館
長
と
な
る
。

保
育
士
が
巡
回
し
、
現
場
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
児
童
遊
園
の
名
称
変
更
に

伴
い
、看
板
は
付
け
替
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
上
の
名

称
を
変
更
す
る
箇
所
は
あ
る
が
、

地
域
で
は
こ
れ
ま
で
の
名
称
が
浸

透
し
て
い
る
た
め
、
看
板
の
付
け

替
え
は
せ
ず
、
一
部
修
正
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
み
な
し
償
却
資
産
を
資
本

剰
余
金
の
処
分
と
し
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
し
償
却

制
度
が
廃
止
と
な
り
、
資
本
剰
余

金
を
処
分
す
る
に
は
議
会
の
議
決

又
は
条
例
の
設
定
が
必
要
と
な
る
。

２６
年
度
か
ら
会
計
制
度
が
変
更
と

な
る
た
め
、
３
月
中
に
資
本
剰
余

金
の
額
を
確
定
し
た
い
。

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

　
　
　
業
者
を
守
る
観
点
か
ら
、

入
札
制
度
に
対
す
る
業
界
の
不
安

に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
入
札
制
度
の
中
で
最

低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
要
望
が

あ
り
、
平
成
２６
年
４
月
以
降
の
契

約
か
ら
引
き
上
げ
て
い
く
。
業
務

委
託
は
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度

を
使
用
し
て
き
た
が
、
工
事
請
負

契
約
と
同
じ
最
低
制
限
価
格
制
度

を
導
入
し
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
議
案
の
訂
正
で
、

作
業
報
酬
審
議
会
委
員
の
人
数
を

６
人
か
ら
１５
人
に
拡
大
し
た
理
由

は
何
か
。

　
　
　
　
　
よ
り
幅
広
い
意
見
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
人
数
を
多
く

し
た
。
委
員
は
、業
界
や
労
働
者
、

学
識
経
験
者
か
ら
選
ば
れ
る
が
、

議
論
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
よ

う
、
人
数
構
成
は
十
分
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
条
例
に
「
当
分
の
間
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
が
、
い
つ
ま
で

な
の
か
を
判
断
す
る
際
は
、
作
業

報
酬
審
議
会
の
意
見
が
反
映
さ
れ

て
く
る
の
か
。

　
　
　
　
　
条
例
が
定
着
す
る
ま

で
の
間
、
罰
則
な
ど
は
適
用
し
な

い
こ
と
と
し
、
条
例
上
の
表
現
と

し
て
、「
当
分
の
間
」
と
表
し
て

委
員

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

▲計画的に修繕が進められる公園遊具

▲児童のふれあいの場に有効活用

　
常
任
委
員
会
で
は
、
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推

進
条
例
の
設
定
や
十
日
町
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

条
例
の
廃
止
な
ど
の
議
案
１７
件
と
、
継
続
審
議
中
の

公
契
約
条
例
の
設
定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

常　任
委 会員

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
を
審
査

�

―
公
契
約
条
例
は
再
度
、
継
続
審
査
へ
―

市
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康
を
願
う

条
例
を
審
査

厚
生
委
員
会

公
契
約
条
例
の
訂
正
を
受
け

再
度
、
慎
重
に
審
査

総
務
委
員
会
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い
る
。
運
用
状
況
を
議
会
や
作
業

報
酬
審
議
会
に
報
告
し
、
意
見
を

聞
い
た
上
で
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
条
例
に
よ
っ
て
、
下
請
け

業
者
の
賃
金
を
規
制
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
元
請
け
が
作
業
報
酬

下
限
額
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
は

市
が
直
接
指
導
で
き
る
が
、
下
請

け
に
関
し
て
は
努
力
義
務
と
し
て

い
る
の
で
、
元
請
け
に
対
し
、
適

切
な
指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
結
果
、
下
請
け
が
作

業
報
酬
下
限
額
を
守
ら
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
元
請
け
に
対
す
る
契

約
解
除
や
公
表
な
ど
は
で
き
な
い
。

　
　
　
現
在
の
入
札
制
度
に
問
題

は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
作
業
報
酬
下
限
額
を

定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
低
制
限

価
格
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
あ
る
ほ
か
、
総
合
評
価
方

式
な
ど
の
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

業
務
委
託
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
実
績
や
状
況
を
精
査
し
て
適
正

な
価
格
で
行
っ
て
お
り
、
今
後
は

積
算
基
準
を
明
確
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
入
札
制
度

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
２５
年
１０
月
に
事
業
者
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、

現
場
の
実
態
調
査
も
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
元
請

け
事
業
者
な
ど
に
行
っ
た
。
今
後
、

委
員

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

　
　
　
公
立
高
校
に
係
る
授
業
料

の
法
律
の
改
正
で
支
給
要
件
に
所

得
制
限
が
設
け
ら
れ
、
所
得
の
確

認
な
ど
事
務
量
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
職
員
は
増
や
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
業

務
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

臨
時
職
員
の
雇
い
上
げ
や
雇
用
期

間
の
変
更
な
ど
も
含
め
て
現
在
の

体
制
で
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
テ
ル
サ
の
大
会
議
室

を
縮
小
さ
せ
、
県
と
山
形
労
働
局

で
女
性
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
テ
ル

サ
全
体
の
使
用
料
は
ど
の
よ
う
に

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ル
サ
会
議

室
の
施
設
使
用
料
は
減
る
が
、
目

的
外
使
用
料
は
増
え
る
た
め
、
テ

ル
サ
の
収
入
全
体
は
増
え
る
こ
と

に
な
る
。

委
員

山
形
商
業
高
事
務
長

委
員

山
形
テ
ル
サ
館
長

　
　
　
松
原
浄
水
場
小
水
力
発
電

設
備
基
金
条
例
で
、条
例
案
に「
余

剰
電
力
の
売
払
い
収
入
を
設
備
の

維
持
管
理
及
び
更
新
に
充
て
る
」

と
あ
る
が
、
松
原
浄
水
場
全
体
が

該
当
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
小
水

委
員

作
業
報
酬
審
議
会
に
お
い
て
賃
金

の
下
限
額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
調
査
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

　
　
　
い
ま
だ
に
反
対
が
あ
る
中

で
、
運
用
し
て
い
け
る
の
か
。

　
　
　
　
　
事
業
者
団
体
で
懸
念

し
て
き
た
こ
と
は
、
今
回
の
議
案

の
訂
正
で
応
え
て
い
る
。
今
後
も

十
分
に
説
明
を
し
て
い
く
。

委
員

契
約
課
長

力
発
電
設
備
の
み
が
該
当
す
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
小
水
力
発
電
設

備
の
維
持
管
理
や
更
新
に
充
て
て

い
く
。

　
　
　
蔵
王
ダ
ム
導
水
管
路
で
予

定
さ
れ
て
い
る
発
電
設
備
設
置
を

含
め
、
小
水
力
発
電
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

経
営
企
画
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
将
来
的
に
は
松

原
浄
水
場
の
電
気
料
金
の
約
６
割

が
削
減
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
県
営
山
形
駅
西
口
駐
車
場

の
料
金
変
更
に
関
す
る
本
市
の
同

意
に
関
し
て
、
料
金
改
定
に
伴
う

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
県
道
路
公

社
か
ら
は
、
す
で
に
精
算
機
の
対

応
は
済
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

経
営
企
画
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

　３月定例会で審議された請願は、新たに提出された７件です。陳情は、新たに提
出された１件と、継続中の１件を審査しました。結果は以下の通りです。
� （※印は意見陳述が行われたものです。）

請願・陳情

●議決の結果は、２０ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
願

第
１
号
新
規

要支援者への予防給付を市町村事業へ移行するな
どの改正に反対することについて 高橋　公夫

阿部喜之助 厚　生 継続審査公益社団法人認知症の人と家族の会山形県支部
世話人代表　山名康子

第
２
号

新
規
※

ウイルス性肝炎による肝硬変・肝がん患者に対す
る救済について

後藤　誠一
諏訪　洋子
武田　新世
阿曽　　隆
小野　　仁
佐藤　秀明

厚　生 採　択全国Ｂ型肝炎訴訟新潟原告団
代表　金子　剛　ほか１人

第
３
号
新
規

特定秘密の保護に関する法律の廃止を求めること
について 斉藤　栄治

鑓水　一美
佐藤亜希子

総　務 採　択山形地区平和センター
議長　有川正彦

第
４
号
新
規
適切な施設管理を求めることについて

小野　　仁 総　務 不採択ＮＰＯ法人山形県喫煙問題研究会
会長　川合厚子

第
５
号
新
規

山形県受動喫煙防止条例の制定を求めることにつ
いて

小野　　仁
遠藤　吉久
伊藤　香織
今野　誠一

厚　生 継続審査ＮＰＯ法人山形県喫煙問題研究会
会長　川合厚子

第
６
号
新
規
特定秘密保護法に関することについて 川口　充律

佐藤亜希子
小野　　仁

総　務 採　択連合山形地域協議会
議長　渡辺祐二

第
７
号
新
規
労働者保護ルール改悪反対を求めることについて 今野　誠一

佐藤　秀明
武田　　聡

産業文教 継続審査連合山形地域協議会
議長　渡辺祐二

陳　
　
　
情

第
２
号（
Ｈ
２５
）

継
続

（仮称）「山形市公契約条例」について
総　務 継続審査一般社団法人山形県ビルメンテナンス協会

会長　黒田美喜男　ほか１人
第
１
号

新
規
※

「山形市公契約条例」について
総　務 継続審査公契約条例制定をすすめる会

代表　佐藤　弘

山
形
商
業
高
校
の

授
業
料
が
有
償
に

産
業
文
教
委
員
会

松
原
浄
水
場
へ
の
小
水
力
発
電

設
備
設
置
の
条
例
を
審
査

環
境
建
設
委
員
会

平成２６年５月１日／１８８号
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会議■■
■■

■■
■■日誌

み よみ り 情 報
　
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
よ
る
肝

硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に
対
す

る
救
済
を
求
め
る
意
見
書

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
と
核
酸
ア
ナ
ロ
グ

製
剤
治
療
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
助
成
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い

る
患
者
が
相
当
数
に
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
認
定
基
準
は
き
わ
め
て
厳
し
く
、

肝
炎
患
者
病
状
に
合
致
す
る
基
準

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
支
援
を

必
要
と
す
る
大
多
数
の
患
者
が
認

定
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
早
期
に
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１�　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が

ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
。

２�　
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
肝
機

能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
認
定
基
準
を
緩
和
し
、
患

者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度

に
す
る
こ
と
。

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　
特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
大
き
な
危
惧
や
懸
念
、
不

安
の
声
が
収
ま
っ
て
い
な
い
。

　
特
定
秘
密
の
定
義
は
極
め
て
曖

昧
で
、
秘
密
の
範
囲
が
際
限
な
く

拡
大
し
、
処
罰
範
囲
が
歯
止
め
な

く
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
国
民

の「
知
る
権
利
」や
表
現
の
自
由
、

取
材
・
報
道
の
自
由
を
著
し
く
制

意
見
書
（
要
旨
）

限
し
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
理

を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、「
特

定
秘
密
保
護
法
」
に
つ
い
て
、「
国

民
の
知
る
権
利
」
と
「
報
道
の
自

由
」
を
守
る
た
め
、
廃
止
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
無
着

氏
の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　
無む

着ち
ゃ
く
　
道み
ち
子こ 

氏
（
長
谷
堂
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
３
月

３１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
伊
藤
氏
の
選
任
に
つ
い

て
、全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
伊い

藤と
う　
一か
ず
雄お 
氏
（
久
保
田
）

人�

事�

案�

件

（
１
月
）

１４
日　
議
会
改
革
検

討
委
員
会
、

厚
生
委
員
会

２０
日　
議
会
改
革
検

２４
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会
、

環
境
建
設
委
員
会

２７
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会
、

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

２８
日　
議
会
報
委
員
会

３０
日　
産
業
文
教
委
員
会

３１
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会

（
２
月
）

４
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会
、

総
務
委
員
会

１０
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

１２
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

１７
日　
全
員
協
議
会
、
議
会
改
革

検
討
委
員
会
報
告
会
、
厚

生
・
産
業
文
教
委
員
会

１９
日　
議
会
報
委
員
会

２０
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

２７
日　
３
月
定
例
会
開
会

　
　
　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員

会

（
３
月
）

５
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
等
）、

議
会
報
委
員
会

７
日　
予
算
委
員
会
、
議
会
改
革

検
討
委
員
会

１０
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会
、
環
境

建
設
委
員
会

１１
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
予
算

委
員
会
、
本
会
議
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

１２
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会

１３
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会

１４
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会

１７
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
委
員
会

１９
日　
予
算
委
員
会
、
全
員
協
議

会
、
議
会
改
革
検
討
委
員

会
報
告
会
、
総
務
・
厚
生

委
員
会

２０
日　
議
会
運
営
委
員
会

２４
日　
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
、

本
会
議

　
　
　
３
月
定
例
会
閉
会

６月定例会の日程（予定）

　６月１２日（木）
　　～２７日（金）
　日程は変更になる場合が
あります。詳しくは議会事
務局までお問い合わせくだ
さい。
　☎０２３（６４２）８４０４

討
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会

 山形市　東北六魂祭
と　き　５月２４日（土）～２５日（日）
ところ　市内中心部
内　容　��山形市役所西側大通りでの祭

りパレードのほか、各市の特
産市なども開かれ、復興に向
けた決意と「東北の元気」を
発信する祭りです。

問い合わせ先　東北六魂祭実行委員会
� ☎６６５－０１２２

 山辺町　開館２０周年記念企画展 
 　　　　ふるさと資料館所蔵展
と　き　７月１日（火）～１２月２１日（日）
ところ　山辺町ふるさと資料館
内　容　��開館２０周年を迎えるふるさと

資料館で所蔵展を開催します。
問い合わせ先　山辺町ふるさと資料館
� ☎６６４－５０３３

次回定例会の
お知らせ
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▲検討結果を報告する議会改革検討委員会

　現在、本市議会では議会報の全面リ
ニューアルに向けた検討をしています。
　議会報に対するご意見はこちらまで。
e-mail
　giji@city.yamagata-yamagata.lg.jp

ウェブサイト

ご意見をお聞かせください編
集
後
記

　
風
薫
る
５
月
。
つ
ら
い
花
粉
症

の
季
節
も
よ
う
や
く
終
わ
る
と
、

ほ
っ
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
３
月
定
例
会
は
、「
山
形
市
日
本

酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」
を

皮
切
り
に
、
２６
年
度
予
算
の
審
議

を
は
じ
め
、
議
員
定
数
・
報
酬
の

削
減
、
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
へ

の
意
見
書
採
択
、
公
契
約
条
例
の

審
議
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
議
会
報
委
員
会
も
、
こ
う
し
た

議
会
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
の
先
進

例
に
学
び
な
が
ら
「
あ
あ
で
も
な

い
こ
う
で
も
な
い
」
と
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

議
会
報
委
員　
阿
曽　
　
隆

　議会改革検討委員会では、市議会自らが議会費の削減に取り組むことで、市の行財政改革を一層推進
するため、議員定数・議員報酬・政務活動費の見直しを検討してきました。
　平成２５年５月以降、２８回の委員会を開催し、同規模人口の市の状況の把握や議会・議員に対する市民
意識の聴取方法などについて協議を重ね、平成２５年１１月には市民アンケートを実施しました。
　その後、各会派から出された見直し案や意見を基に協議が行われ、平成２６年２月には議会改革検討委
員会としての見直し案を決定し、意見募集（パブリックコメント）を実施しました。
　お寄せいただいたご意見を基に再度協議した結果、改正内容を決定し、３月定例会最終日に議会案を
上程、全会一致で可決されました。

○議員定数
　　３３人（２人減）
○議員報酬（月額）
　　議　長　７４０，０００円（３万円減）
　　副議長　６９０，０００円（　 〃 　）
　　議　員　６４０，０００円（　 〃 　）
○政務活動費（月額）
　　１００，０００円（２万円減）

議員定数・議員報酬・政務活動費の削減を決定

≪改正内容≫

　２月１８日から３月３日にかけて、上記見直しについてパブリックコメントを実施し、３３人の方々から
ご意見をお寄せいただきました。
　なお、お寄せいただいたご意見は、市議会ウェブサイト内に掲載しています。（「議会改革の取り組み」
をご覧ください。）

パブリックコメントの実施結果

この度の見直しにより、議員約４人分の費用が削減されます。（適用は次期選挙から）
※１　議員の報酬額と、当選回数（期数）および得票数は関係ありません。
※２　議員に退職金はありません。また議員年金制度は平成２３年に廃止となりました。
※３　本市議会では、議員に対する交通費などの費用弁償は支給していません。

平成２６年５月１日／１８８号
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議案番号 件　　　　名 議決結果

平成２５年
議第７６号
（継続審議）

山形市公契約条例の設定について
　市が発注する工事請負契約などの公契約に
係る作業に従事する者に支払われるべき作業
報酬の下限額を定めることなどにより、労働
者等の適正な水準の賃金等を確保するものです。

継続審議
（賛成多数）

議第１号

～

議第３号

平成２５年度山形市一般会計補正予算、平成２５
年度山形市公共下水道事業会計補正予算、平
成２５年度山形市介護保険事業会計補正予算
　生活バス路線の維持に要する補助、道路の
除排雪経費などに係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第４号
平成２６年度山形市一般会計予算
　内容は９ページの「平成２６年度予算の概要」
をご覧ください。

可決
（賛成多数）

議第５号

～

議第１５号

平成２６年度山形市水道事業会計予算、平成２６
年度山形市公共下水道事業会計予算、平成２６
年度山形市立病院済生館事業会計予算、平成
２６年度山形市国民健康保険事業会計予算、平
成２６年度山形市後期高齢者医療事業会計予算、
平成２６年度山形市介護保険事業会計予算、平
成２６年度山形市区画整理事業会計予算、平成
２６年度山形市財産区会計予算、平成２６年度山
形市駐車場事業会計予算、平成２６年度山形市
公設地方卸売市場事業会計予算、平成２６年度
山形市農業集落排水事業会計予算
　内容は９ページの「平成２６年度予算の概要」
をご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１６号

工事請負契約の締結について（山形市防災行
政無線（移動系）及び消防救急無線デジタル
化整備工事）
　山形市防災行政無線（移動系）および消防
救急無線デジタル化整備工事について、請負
契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第１７号

～

議第１９号

市道路線の認定について、市道路線の廃止に
ついて、市道路線の変更について
　１３路線について市道を認定、１路線の市道
を廃止、２路線の市道を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第２０号

山形駅西口駐車場事業の一部変更に伴う同意
について
　山形県道路公社が行う山形駅西口駐車場事
業の一部変更に同意することについて議決を
求めるものです。

同意
（賛成多数）

議第２１号

平成２５年度山形市立病院済生館事業会計資本
剰余金の処分について
　平成２５年度山形市立病院済生館事業会計資
本剰余金を処分するため、地方公営企業法の
規定により議決を求めるものです。

可決
（全会一致）

議第２２号

山形市歯と口腔の健康づくり推進条例の設定
について
　歯と口腔の健康づくりの推進を図るため、
その基本理念および基本的施策等について定
めるものです。

可決
（全会一致）

議第２３号
山形市消防長及び消防署長の資格を定める条
例の設定について
　消防組織法の改正に伴い、消防長および消
防署長の資格を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２４号

山形市上下水道部松原浄水場小水力発電設備
基金条例の設定について
　松原浄水場の小水力発電設備による売電収
入を適正に管理していくための基金を設置す
るものです。

可決
（全会一致）

議第２５号
山形広域都市計画事業十日町土地区画整理事
業施行条例の廃止について
　十日町土地区画整備事業の終了に伴い、同
事業に係る条例を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（３月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第２６号

山形市児童館設置及び管理等に関する条例の
一部改正について
　児童館における集団指導を廃止するととも
に、利用に係る手続を簡素化するなど所要の
改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２７号
山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園１カ所を新設するとともに、新た
にチビッコ遊び場を児童遊園として位置付け
るなど所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２８号
山形テルサ条例の一部改正について
　大会議室の面積の縮小に伴い、その使用料
を引き下げるものです。

可決
（全会一致）

議第２９号
山形市火災予防条例の一部改正について
　地方公共団体の手数料の標準に関する政令
および消防法施行令の改正に伴い、一部手数
料の額の改定および規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第３０号
山形市立学校設置条例の一部改正について
　みはらしの丘小学校の所在地に係る規定の
整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第３１号

山形市立商業高等学校授業料等徴収条例の一
部改正について
　公立高等学校に係る授業料の不徴収および
高等学校等就学支援金の支給に関する法律の
改正に伴い、商業高等学校の授業料に関し、
所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３２号
山形市社会教育委員等に関する条例の一部改
正について
　社会教育法の改正に伴い、社会教育委員の
委嘱の基準を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３３号
平成２５年度山形市一般会計補正予算
　豪雪対策に要する経費および国の補正予算
に対応する関連事業に係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

山形市日本酒で乾杯を推進する条例の設定につ
いて
　郷土の伝統文化を継承するとともに、米の需
要拡大など地域経済の活性化を図るため、本市
産の日本酒による乾杯を推進することを定める
ものです。

可決
（全会一致）

議会案
第２号

山形市議会議員定数条例の一部改正について
　次期選挙より議員定数を３５人から３３人に改め
るものです。

可決
（全会一致）

議会案
第３号

山形市特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正について
　次期議員任期より議員報酬の月額を３万円削
減するものです。

可決
（全会一致）

議会案
第４号

山形市議会政務活動費の交付に関する条例の一
部改正について
　次期議員任期より政務活動費の月額を１２万円
から１０万円に改めるものです。

可決
（全会一致）

議会案
第５号

ウイルス性肝炎による肝硬変・肝がん患者に対
する救済を求める意見書の提出について
　内容は１８ページの「意見書（要旨）」をご覧
ください。

可決
（全会一致）

議会案
第６号

特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意
見書の提出について
　内容は１８ページの「意見書（要旨）」をご覧
ください。

可決
（賛成多数）

◆�○＝賛成　×＝反対　△=継続審査に賛成　▲=継続審査に反対　退＝退席　　◆�加藤賢一議長は採決に加わらない。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています

※�議第１号～議第３号および議第３３号は３月１１日に議決。その他の議案
は３月２４日に議決。

※�議会案第１号は２月２７日に議決。その他の議会案は３月２４日に議決。
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� 会派
� 議員名
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議 第 ７６ 号
（H２５） ▲ ▲ △ △ ▲ ▲ ▲ ▲ 退 ▲ ▲ ▲ △ 退 退 退 △ △ ▲ ▲ △ △ △ △ △ △ △ ▲ ▲ ▲ △ △ △ △ － 継続

審議
議 第 ４ 号 ○ × ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議 第 ２０ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ － 同意
議会案第６号 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 × ○ － 可決
請願第３号 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 × ○ － 採択
請願第４号 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － 不採択
請願第６号 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 × ○ － 採択
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